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１．拠点の目的と概要 

 筑波大学下田臨海実験センターと東京大学海洋基礎生物学研究推進センターと

による全国共同利用・共同研究連携拠点「海洋生物学研究共同推進拠点(JAMBIO)」

を核として、戦略研究、次世代開拓研究、国際連携、学術成果普及の各事業を実施

し、我が国の当該分野の研究推進を図る。具体的には、 

①生命科学・生物多様性・環境の基盤である海洋生物学分野の共同利用・共同

研究を推進し、先端的・分野横断型研究の創出並びに国際連携の促進を図る。  

②海洋生物学分野における重点研究、新たなリード研究につながる次世代型研

究、研究成果の普及、国際連携事業に関し、公募型の共同研究を実施し、当該

分野の全国レベルでの研究推進と強力な研究連携体制を構築する。  

③研究施設・リソース・研究者交流の場の提供により、海洋生物学の共同研究

ネットワーク形成の拠点として機能するとともに、グローバルネットワークに

おける日本の窓口拠点としての役割を果たす。 

 

２．共同利用・共同研究拠点の運営体制 

 共同利用・共同研究連携拠点「海洋生物学研究共同推進拠点(JAMBIO)」は、

筑波大学下田臨海実験センターと東京大学海洋基礎生物学研究推進センターに

よるネットワーク型拠点であり、機構長の諮問に応じ研究計画、運営計画、共

同利用・共同研究に関する事項を審議する運営協議会と、共同利用・共同研究

の課題の審査を行う共同利用・共同研究委員会、ならびに評価に係る外部評価

委員会が置かれている。 

 

 ２−１. 機構の概要 
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 ２−２．拠点専任研究者名簿（異動、新任含む） 

 

筑波大学下田臨海実験センター 

 稲葉一男（教授、センター長）（機構長）（生殖生物学・分子細胞生物学） 

 齊藤康典（准教授）(動物発生学) 

 笹倉靖徳（准教授）（発生遺伝学） 

 谷口俊介（准教授）（発生生物学） 

 柴 小菊（助教）（細胞生物学） 

 中野裕昭（助教）（進化発生学） 

 和田茂樹（助教）（生物海洋学） 

 今 孝悦（助教）（海洋生態学） 

 堀江健生（助教）（動物生理学） 

 

 青木優和（講師：～H23.3.31）（海洋生態学） 

Sonja Rueckert（准教授：～H23.6.30）（寄生虫学） 

守田昌哉（助教：～H23.3.31）（生殖生物学） 

  

東京大学海洋基礎生物学研究推進センター 

 赤坂甲治（教授、センター長）（副機構長）（発生生物学） 

 窪川かおる（特任教授）（内分泌学） 

 近藤真理子（准教授）（発生生物学） 

 吉田学（准教授）（細胞生物学） 

 黒川大輔（助教）（発生生物学） 

 伊勢優史（特任助教）（動物分類学） 

 

 ２−３．運営協議会委員名簿  

任期：平成 23 年 4 月 1日～平成 25年 3 月 31 日 

稲葉一男 
マリンバイオ共同推進機構長、筑波大学教授、筑波大学下田臨海実

験センター長 

赤坂甲治 
マリンバイオ共同推進機構副機構長、東京大学教授、東京大学大学院理学系研究科

附属臨海実験所長、東京大学海洋基礎生物学研究推進センター長 
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筑波大学 1名 

和田 洋 筑波大学教授 生命環境科学研究科構造生物科学専攻 

東京大学 1名 

岡 良隆 東京大学教授 理学系生物学 

筑波大学・東京大学以外の海洋生物学研究者 4名 

相沢慎一 
独立行政法人理化学研究所 発生・再生科学総合研究センター 

グループディレクター 

長濱嘉孝 愛媛大学南予水産研究センター 教授、日本動物学会会長 

星 元紀 放送大学客員教授、東京工業大学名誉教授 

野崎眞澄 新潟大学教授、新潟大学理学部附属臨海実験所長 

  

任期：平成 21 年 11 月 15 日～平成 23 年 3 月 31 日 

稲葉一男 
マリンバイオ共同推進機構長、筑波大学教授、筑波大学下田臨海実

験センター長 

赤坂甲治 
マリンバイオ共同推進機構副機構長、東京大学教授、東京大学大学院理学系研究科

附属臨海実験所長、東京大学海洋基礎生物学研究推進センター長 

筑波大学 1名 

和田 洋 筑波大学教授 生命環境科学研究科構造生物科学専攻 

東京大学 1名 

岡 良隆 東京大学教授 理学系生物学科 

筑波大学・東京大学以外の研究者 4名 

相沢慎一 
独立行政法人理化学研究所 発生・再生科学総合研究センター 

グループディレクター 

佐藤矩行 
独立行政法人沖縄科学技術研究基盤整備機構 

マリンゲノミックスユニット 代表研究者 

星 元紀 放送大学学園 教授 

野崎眞澄 新潟大学教授、新潟大学理学部附属臨海実験所長 
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 ２−４．共同利用・共同研究委員会委員名簿 

任期：平成 23 年 4 月 1日～平成 25年 3 月 31 日 

稲葉一男 
マリンバイオ共同推進機構長 

筑波大学教授、筑波大学下田臨海実験センター長 

赤坂甲治 

マリンバイオ共同推進機構副機構長 

東京大学教授、東京大学大学院理学系研究科附属臨海実験所長 

東京大学海洋基礎生物学研究推進センター長 

筑波大学 2名 

濱 健夫 筑波大学教授 生命環境科学研究科持続環境学専攻 

笹倉靖徳 筑波大学准教授、筑波大学下田臨海実験センター 

東京大学 2名 

岡 良隆 東京大学教授 生物科学専攻 

近藤真理子 東京大学准教授、東京大学大学院理学系研究科附属三崎臨海実験所

筑波大学・東京大学以外の研究者 6名 

坂本竜哉 岡山大学教授、岡山大学理学部附属牛窓臨海実験所長 

澤田 均 名古屋大学教授、名古屋大学大学院理学研究科附属臨海実験所 

野崎眞澄 新潟大学教授、新潟大学理学部附属臨海実験所長 

本村泰三 
北海道大学教授、北海道大学北方生物圏フィールド科学センター 

水圏ステーション 室蘭臨海実験所 

山本 卓 広島大学教授 理学研究科数理分子生命理学専攻生命理学講座 

吉国通庸 
九州大学教授 農学研究院資源生物科学部門アクアフィールド科学

講座、九州大学大学院生物資源環境科学府附属水産実験所 

  

任期：平成 21 年 12 月 1日～平成 23 年 3 月 31 日 

稲葉一男 
マリンバイオ共同推進機構長、筑波大学教授、筑波大学下田臨海実

験センター長 

赤坂甲治 
マリンバイオ共同推進機構副機構長、東京大学教授、東京大学大学院理学系研究科

附属臨海実験所長、東京大学海洋基礎生物学研究推進センター長 

筑波大学 2名 

濱 健夫 筑波大学教授 生命環境科学研究科持続環境学専攻 

和田 洋 筑波大学教授 生命環境科学研究科構造生物科学専攻 

東京大学 2名 
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岡 良隆 東京大学教授 生物科学専攻 

近藤真理子 東京大学准教授、東京大学大学院理学系研究科附属三崎臨海実験所

筑波大学・東京大学以外の研究者 6 名 

坂本竜哉 岡山大学教授、岡山大学理学部附属牛窓臨海実験所長 

澤田 均 名古屋大学教授、名古屋大学大学院理学研究科附属臨海実験所 

野崎眞澄 新潟大学教授、新潟大学理学部附属臨海実験所長 

本村泰三 
北海道大学教授、北海道大学北方生物圏フィールド科学センター 

水圏ステーション 室蘭臨海実験所 

山本 卓 広島大学教授 理学研究科数理分子生命理学専攻生命理学講座 

吉国通庸 
九州大学教授 農学研究院資源生物科学部門アクアフィールド科学

講座、九州大学大学院生物資源環境科学府附属水産実験所 

 

３．拠点専任研究者による研究成果概要 

 

筑波大学下田臨海実験センター 

 稲葉教授、柴助教は、海産生物を用いた鞭毛繊毛の構造と機能と、進化に伴

ったそれらの構造の多様性を研究している。２年間の成果としては、まずプロ

テオミクスの手法を用いて、カタユウレイボヤ精子の頭部、尾部のタンパク質

組成を網羅的に明らかにし、中心対タンパク質がTriton X100の可溶性画分や頭

部にも存在することや哺乳類でしられているプロテインキナーゼTSSK2の局在

を明らかにした。さらに、精子運動活性化シグナルに重要なカルシウム流入と

それ以降のシグナリングに膜脂質ラフト構造が必須であること、当研究室で発

見されたカルシウム結合タンパク質カラクシンが精子の走化性に必須であるこ

と、ウニ胚では協調的な胚繊毛の配向に重要であることを明らかにした。この

他、海産巻貝であるマガキガイの異型精子の構造や形成、ホヤ精子形成、カブ

トクラゲ櫛板の構造について、一定の成果が得られた他、精子運動、鞭毛繊毛、

プロテオミクス関係で約１５の共同研究を行った。さらに、ホヤプロテインデ

ータベースの作成と公開、文部科学省ナショナルバイオリソースプロジェクト

により、ホヤ研究のリソース整備、拡充を進めた。 

 齊藤准教授は、（１）我々が新種記載したシモダギボシムシが、無性生殖する

ことを発見し、その過程を詳しく調べた。また、神経系の発生過程を詳しく調

べ、脊椎動物の中枢神経系への進化についての手がかりを示した。（２）シモダ
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イタボヤに非常によく似たイタボヤについて、形態、生活史だけでなく、遺伝

子を調べることで新種であると断じ報告した。 

 笹倉准教授は、カタユウレイボヤの遺伝学的技術の発展とその技術を用いた

遺伝子機能解析を進めた。エンハンサートラップ系統の大量作製法、成体感覚

器cupular organの記載、発生及び変態過程における中枢神経系の構築プロセス

および細胞分裂制御の重要性について新知見を得た。 

 谷口准教授は、ウニ胚の体軸形成および神経形成の分子メカニズムに関する

研究を行った。神経外胚葉に発現する転写因子Fezが神経外胚葉サイズの維持に

必要であること、また、別の転写因子Zfhxがセロトニン神経の分化に必要であ

ることを明らかにした。 

 中野助教は、大規模なPhylogenomic解析の結果、珍渦虫と無腸類が新口動物

内の第４の門、Xenacoelomorphaを形成することを発見した。また、珍渦虫の共

生菌、胚、精子の微細構造の観察も行った。筑波大学下田臨海実験センターで

の平板動物の採集に初めて成功し、その個体数には季節変動があることを発見

した。採集した個体は研究室内で３ヶ月以上飼育しており、飼育下での補食、

分裂、卵・胚の観察にも成功している。 

 和田助教は、沿岸物質循環における海藻の役割解明を試み、生物地球化学的

に重要な溶存態有機物の起源として海藻が重要であることを示した。また、沿

岸域の重金属や抗生物質汚染に対する微生物群集の応答から、汚染環境におけ

る物質循環の撹乱および頑健性を検証した。 

 堀江助教は、ホヤをモデル として、脳・神経回路の形成や感覚器官・ニュー

ロンの発生と分化、これらの生理機能に関する研究を行っている。平成22年度 

から23年度 には、ホヤの変態過程において、グリア細胞の１種である上衣細胞

がニューロンを生み出す神経幹細胞様の性質を備えていることを明らかにし 

た。また、ホヤ幼生において光によりニューロンの機能を人為的にコントロー

ルすることが出来る実験系を構築し、遊泳運動における様々な ニューロンの機

能を明らかにした。 

 今助教は、底生動物群集構造の形成・維持機構を解明するために、下田周辺

海域の様々な環境で採水、採泥、底生動物の採集を行い、環境要因と群集構造

との対応関係を求めた。その結果、底質と群集構造に一定の対応関係が認めら

れ、底質環境が群集構造の形成・維持に関わる可能性が示唆された。 
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 この他、Sonja Rueckert准教授（平成２３年６月転出）は、下田周辺で捕獲

される魚類や無脊椎動物から複数の新規寄生生物種を発見した。また、守田昌

哉助教（平成２３年３月転出）は、魚類を中心に生殖環境と精子運動の関連を

研究し、受精に関わるいくつかの精漿タンパク質を発見した。 

 

東京大学海洋基礎生物学研究推進センター 

 赤坂教授は、リソゾーム酵素として認識されてきた Ars が、広島大学と連携

することによりウニ胚では細胞外マトリックスとして形態精製運動に関わるこ

とを明らかにしていた。また、杏林大学、岡山大学医学系研究者、バイオ関連

研究者と連携することにより、マウス、ラットにおいても ArsA・B の大部分は、

細胞外に存在し、細胞の形態形成に関わることを明らかにした。さらに、従来

は全く知見がなかった無脊椎動物の体液凝固の機構について、米国ノースウェ

スタン大学と連携することにより、ウニの成体の体腔液の凝固に Ars が細胞外

タンパク質として関わることを明らかにした。 

 窪川教授は、以下のことを明らかにした。無脊椎動物から脊椎動物への進化

の過程で、その橋渡しとなる脊椎動物の祖先動物としてナメクジウオが現存す

る．我々は，ナメクジウオの内分泌機構に着目し，脊椎動物に特有な内分泌器

官と内分泌カスケードの存在と機能をナメクジウオと比較することにより，脊

椎動物への内分泌機構の進化を研究した．その結果，ナメクジウオがサブユニ

ット構造をとる糖タンパク質ホルモンを１種類だけ持ち，その合成・分泌細胞

は神経索の特定区域にあることを明らかにした．このことは，脊椎動物になっ

てから糖タンパク質ホルモンが 4 種類に分化し，下垂体などの独立した内分泌

器官が形成されたことを示唆する．次に，ナメクジウオは脊椎動物と同様な性

ステロイド代謝経路をもち，その中でも 5α還元型ステロイドが重要な機能をも

ち，神経索でニューロステロイドとして合成・分泌されることが示唆された．

これらの結果から，脊椎動物のホルモン分子進化と内分泌器官の形成の進化に

ついて，ナメクジウオと脊椎動物との比較の重要性が示された．  

 近藤准教授は、(1)多くの棘皮動物は強い再生能力を持つ。ウミシダ(棘皮動

物門ウミユリ綱)も同様であり、腕の再生を人為的に誘発することで実験材料と

して用いることができる。しかし、再生やその能力の強さの分子基盤は明らか

ではない。そこでこれらを解明することを目標に、ニッポンウミシダの再生に

関わる、候補となる因子の同定を行っている。これまでには細胞の未分化性に
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関わる遺伝子および再生過程に関わると考えられるレチノイン酸経路の因子を

コードする遺伝子の解析を行ってきた。再生過程に伴って遺伝子発現量を調べ

たところ、vasa 遺伝子に大きな変動を見いだした。また、レチノイン酸分解酵

素と考えられる cyp26 遺伝子が再生腕の羽枝に発現し、これが再生組織の遠近

軸の指標になっている可能性を明らかにした。(2)多くの動物で保存されている

Hox 遺伝子は体の前後軸に沿った発現が知られている。また、Hox 遺伝子のメン

バーは染色体上で並んで位置すると一般的に考えられているが、その並び順が

ウニではハエや脊椎動物と異なることが明らかになっている。この特徴は特異

的な体制を持つ棘皮動物に共通するものなのか不明である。そこで、同じく棘

皮動物であるが、進化的に古くに分岐したと考えられるウミシダの Hox クラス

ターを明らかにしたいと考え、研究を行っている。これまで、単離されている 9

つの Hox 遺伝子のうち、1つを除き、物理的に他の Hox 遺伝子と並んでいること

を明らかにした。 

 吉田准教授は、受精の過程において外部環境因子が精子機能を制御するメカ

ニズムを解明するため、精子の受精能調節機構、および卵由来物質による精子

運動調節機構について研究を推進している。(1)卵由来物質による精子運動調節

機構の解明：卵に対する精子活性化・走化性機構について、吉田等の研究によ

り、尾索動物カタユウレイボヤでは精子活性化・誘引物質（SAAF）が同定され、

精子運動制御機構の解明が進んでいる。この成果を基に、主にカタユウレイボ

ヤを用いて精子活性化・走化性のシグナル伝達機構の解明を分子生物学的・生

理学的手法を用いて行っている。この３年間においては、まずSAAF受容体の同

定を試みており、SAAFと相互作用する精子膜タンパク質PMCAを同定し、PMCAが

精子走化性で果たす役割の解析を進めている。(2)精漿由来物質による精子の受

精能調節機構の解明：精子の受精能獲得機構に関して、マウスでは精漿中に含

まれる精嚢分泌タンパク質SVS2が精子膜GM1を介して受精能獲得を制御してい

ることがわかっている。この精漿による受精能抑制機構を足がかりに、精子の

受精能制御の分子機構の解明を行っている。この３年間においては、SVS2 KOマ

ウスを作成し、フェノタイプとして雄性不妊に関わっていることが判り、現在

詳細な解析を行っている。 

 黒川助教は、左右相称動物の頭部発生に重要な役割を果たす Otx 遺伝子の脊

椎動物に於ける機能を進化発生学的に解析している。 

 クサフグ胚より Otx 関連遺伝子をクローニングし、その胚発生での発現の時
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空間パターンを記載した。それらの時空間的な発現パターンを与える転写調節

領域の同定を行い、他の脊椎動物系統との比較解析を行った。特に頭部オーガ

ナイザーでの Otx2 の発現を司るエンハンサーについて重点的に解析を行った。 

 Otx2 の神経外胚葉等の発現を司る転写調節領域を同定し、それらを欠いたノッ

クアウトマウスを作成し、その表現形を解析した。その他、ウニ胚ウミシダ胚

における Otx2 遺伝子等の昨日についての解析を行った。国内外の研究者にフグ

胚を供給し、共同研究を行った。 

 伊勢特任助教は、最も祖先的な多細胞動物と言われている海綿動物の進化お

よび多様性の解明を目的として, 分類, 分子系統, 生態学的研究に重点を置い

て研究を進めている. 当該年度においては, 伊豆・小笠原海溝より得られた肉

食性海綿動物シンカイハナビ属の２新種を生時の観察と形態に基づいて記載し

た. また, 海綿動物が硫黄酸化細菌を共生させる初めての例としてヨドミカイ

メン属の１種を発表した。海綿動物は, その共生細菌が多様な有用生理活性物

質を産することが知られており, 共同研究者らと供にこれらの物質の探索も行

っている. 当該年度においては, 6種の海綿動物から多様な化合物が見つかった. 

特に Ceratopsion sp. から単離された新規化合物は, 約 40種ある既存の抗ガン

剤とは異なる毒性プロファイルを示した。 
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筑波大学下田臨海実験センター 

Inaba, K. 「Proteomics, Cell Biology and Physiology for Sperm Flagellar Motility」 6th Asian-Pacific 

Organization for Cell Biology Congress, Manila, Philippines, 2011年2月26日 

 

Inaba, K. 「Expectations from the community II-Protein. 」 1st Tunicate Information System Meeting, 

Nice, France, 2010年11月11日 

 

稲葉 一男 「海産生物とノーベル賞ー生命科学にみる海産生物の重要性」 下田市市民講座, 下

田市民会館 (下田市）, 2010年10月15日 

 

Inaba, K. 「Recent topics in the architecture and function of sperm flagella」 11th International 

Symposium on Spermatology, Okinawa Convention Center (Okinawa, JAPAN), 2010年6月24日 

 

稲葉 一男 「精子鞭毛の構造と運動制御機構」 新学術領域研究「配偶子幹細胞」第３回領域会

議, 筑波大学（下田市）, 2010年6月3日 

 

Inaba K. Cilia and Flagella: molecular structure, regulation of motility, and structural diversity in marine 

invertebrates. BioMarCell Seminar. 2011年11月8日. Villefransche, France 

 

柴 小菊, 稲葉一男. 海産無脊椎動物精子を用いた鞭毛運動制御機構の解析. 第63回日本細胞

生物学会大会サテライトシンポジウム「繊毛研究のニューフロンティア －構造から機能そして

病態へ－」, 札幌, 2011.6.29. 
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東京大学海洋基礎生物学研究推進センター 
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黒川大輔「一年魚の発生」第3回Evo-Devo青年の会「器官形成の進化的理解に向けて」, 2010年

11月27日 

 

５．共同利用共同研究実施実績 

 

平成22年度 応募件数：82件 採択件数：82件 実施件数：71件 

1. 直接発生ウニ・イイジマフクロウニ神経系の発生 

代表者：東北大学大学院生命科学研究科附属浅虫海洋生物学教育研究センター 教授 加藤秀生 

2. ニッポンウミシダのレクチングライコミクス研究 

代表者：横浜市立大学大学院生命ナノシステム科学研究科 教授 大関泰裕 

3. 肝臓の起源とその組織構築の進化 

代表者：静岡大学理学部 教授 塩尻信義 

4. ホヤの胚発生におけるレチノイン酸の役割 

代表者：高知大学教育研究部自然科学系 教授 藤原滋樹 

5. 胚性幹細胞モデル・ホヤ分裂抑制2細胞胚半側細胞全能性分化の生理学的

解析 

代表者：東京大学大学院医学系研究科 名誉教授 高橋國太郎 

6. ウニ類におけるT-brain遺伝子の発現パターンの進化的変化 

代表者：東北大学大学院生命科学研究科附属浅虫海洋生物学教育研究センター 准教授 美濃川

拓哉 

7. 棘皮動物初期胚の形態形成に関する化学生物学的研究 

代表者：広島大学名誉教授 池上晋 

8. 成長因子シグナル伝達の調節における細胞外スルファターゼの機能に関

する研究 

代表者：広島大学大学院理学研究科 教授 山本卓 

9. 原始多細胞動物に探る免疫・発生関連遺伝子の起源 

代表者：東京大学理学系研究科 教授 野中勝 

10. 海洋ロボットの生物調査利用実験 

代表者：独立行政法人海洋研究開発機構 海洋工学センター グループリーダー 吉田弘 

11. 海産二枚貝の精子運動における新規神経タンパクOMAFによる細胞内カル

シウム調節機能 

代表者：東北大学大学院農学研究科 教授 尾定誠 
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12. 半索動物フサカツギ類の分類学的研究 －相模湾固有種エノコロフサカ

ツギを中心に 

代表者：東邦大学理学部生物学科 教授 西川輝昭 

13. 海底探査ロボットを用いた深海生物の調査 

代表者：東京大学生産技術研究所 教授 浦環 

14. 先体反応と卵外被構成分子における多様性と共通性 

代表者：慶應義塾大学 准教授 松本緑 

15. アコヤガイの真珠袋構築に関する研究 

代表者：株式会社ミキモト真珠研究所 所長 永井清仁 

16. 海産無脊椎動物および脊椎動物のカルシトニンの構造及び生理的役割：

特に円口類について 

代表者：金沢大学 准教授 鈴木信雄 

17. ウミシダの再生メカニズム 

代表者：Brown University Postdoctral Research Fellow 矢島麻美子 

18. 再生におけるArsの機能の研究 

代表者：杏林大学医学部解剖学教室 准教授 秋元義弘 

19. 海洋生物の浸透圧調節機構の研究 

代表者：東京大学大気海洋研究所 教授 竹井祥郎 

20. 情報分子を指標として探る無脊椎動物から脊椎動物への脳の進化 

代表者：北海道大学理学研究院 名誉教授 浦野明央 

21. 海産動物のバイオ・リソースの構築と進化学への応用 

代表者：総合研究大学院大学 准教授 大田竜也 

22. トランスジェニックフグを用いた鰭形態の多様性形成の解析 

代表者：東北大学大学院生命科学研究科 教授 田村宏治 

23. ホヤ類、ナマコ類精子運動活性化物質の精製と化学構造の同定 －分子

の化学構造と精子機能－ 

代表者：東京大学名誉教授 森澤正昭 

24. ニホンウミシダ放射神経の単離法の確立と発現タンパク質・ペプチドの

網羅的解析 

代表者：九州大学大学院農学研究院 教授 吉国通庸 

25. ヤリイカの代替生殖戦術と精子二型 

代表者：お茶の水女子大学大学院人間文化 講師 広橋教貴 
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26. 大浦湾カジメ藻場における炭素循環過程 

代表者：筑波大学生命環境科学研究科 教授 濱健夫 

27. 動植物に共通した受精メカニズムの研究 

代表者：独立行政法人成育医療研究センター 室長 宮戸健二 

28. カタユウレイボヤ精子活性化・誘引物質SAAF受容機構解明 

代表者：桐蔭横浜大学先端医用工学センター 講師 吉田薫 

29. 海洋におけるチョウ（節足動物・鰓尾亜綱）の分類学的多様性の解明 

代表者：静岡大学創造科学技術大学院 博士3年 梶智就 

30. 卵からの精子活性化誘引物質の放出開始に関する研究 

代表者：琉球大学医学部 助教 泉水奏 

31. 軟体動物のゲノム生物学 

代表者：東京大学大学院理学系研究科 教授 遠藤一佳 

32. データベース構築および図鑑編集を目的とした伊豆沿岸産プランクトン

の季節的調査 

代表者：筑波大学生命環境科学研究科 准教授 石田健一郎 

33. 静岡県下田市鍋田海岸の海藻相と海水温の長期的変動 

代表者：山梨大学教育人間科学部 准教授 芹澤如比古 

34. ヌタウナギの生殖内分泌系の解析 

代表者：新潟大学理学部附属臨海実験所 教授 野崎眞澄 

35. コレステロール代謝酵素 Neverlandの海産無脊椎動物における機能解析 

代表者：筑波大学大学院生命環境科学研究科 助教 丹羽隆介 

36. 補体制御因子C4BPの精子成熟における役割 

代表者：東京大学理学研究科 教授 野中勝 

37. 脊椎動物ステロイドホルモン系の機能の起源と分化を探る 

代表者：岡山大学理学部附属臨海実験所 所長／教授 坂本竜哉 

38. 電位依存性ホスファターゼVSPの分子構造から生体機能までの横断的理

解 

代表者：大阪大学大学院医学系研究科 教授 岡村康司 

39. 相模湾の緩歩動物 

代表者：慶應大学医学部 准教授 鈴木忠 

40. ウニ幼生と成体の骨格をつくる細胞 

代表者：お茶の水女子大学 准教授 清本正人 
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41. 海洋生物の発生生物学：合同公開臨海実習 

代表者：お茶の水女子大学 准教授 清本正人 

42. 水腔動物（Ambulacraria）の発生生物学-遺伝子ネットワークをこえて- 

代表者：金沢大学 准教授 山口正晃 

43. ウミシダにおけるHOXおよびParaHox遺伝子のクラスター構造の解析 

代表者：首都大学東京理工学研究科 教授 西駕秀俊 

44. トランスジェニック系統を利用したカタユウレイボヤHox遺伝子の機能

解析 

代表者：首都大学東京理工学研究科 教授 西駕秀俊 

45. 体内受精環境に特異的な精子鞭毛運動に関する研究 

代表者：山形大学 准教授 渡邉明彦 

46. ホヤ幼生の神経回路図 

代表者：兵庫県立大学大学院生命理学研究科 助教 中川将司 

47. ナメクジウオの生殖内分泌に関する研究 

代表者：東京大学大学院理学系研究科附属臨海実験所 特任研究員 窪川かおる 

48. 油壺湾の微生物群集の機能遺伝子の解析 

代表者：東京大学海洋研究所 教授 木暮一啓 

49. ウニ幼生における免疫応答に関する研究 

代表者：埼玉大学教育学部 准教授 日比野拓 

50. 走性と寿命に対する重力の作用のホヤなどを用いた解明とモデル生物の

探索 

代表者：東京大学総合文化研究科 准教授 奥野誠 

51. 棘皮動物卵初期発生を指標とした環境汚染物質の毒性評価 

代表者：大妻女子大学社会情報学部 教授 細谷夏実 

52. 海産動物の機能性分子に関する生化学的研究 

代表者：東京大学大学院農学生命科学研究科 教授 渡部終五 

53. 生物の深海への適応戦略の解明 

代表者：山梨大学教育人間科学部 教授 宮崎淳一 

54. 半索動物ギボシムシ遺伝子導入系の開発 

代表者：広島大学大学院理学研究科 准教授 田川訓史 

55. カタユウレイボヤを用いた神経分化の遺伝子ネットワークの解明 

代表者：沖縄科学技術研究基盤整備機構 マリンゲノミックスユニット 代表研究員 佐藤矩行 
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56. 海産無脊椎動物の受精機構に関わる新規遺伝子の遺伝学的探索 

代表者：名古屋大学大学院理学研究科 教授 澤田均 

57. 海産動物に寄生する甲殻類の生物多様性と種生物学 

代表者：琉球大学理学部 教授 広瀬裕一 

58. 伊豆半島の海産クマムシ相の解明 －実験好適種の発見を目指して 

代表者：京都大学フィールド科学教育研究センター 講師 宮崎勝己 

59. ホヤプロテインデータベースの構築 

代表者：北海道大学大学院情報科学研究科 教授 遠藤俊徳 

60. ウニ鞭毛ダイニンの軸糸内構造に関する研究 

代表者：東京大学名誉教授 毛利秀雄 

61. ホヤ精子鞭毛の外腕ダイニンの構造学的研究 

代表者：産業技術総合研究所 セルエンジニアリング部門 研究グループ長 広瀬恵子 

62. 伊豆半島鍋田湾のアマモ場に生息する魚類相の季節的変化 

代表者：東海大学海洋学部水産学科 非常勤講師 竹内直子 

63. 棘皮動物拍動器官形成に関わる遺伝子群の探索 

代表者：慶應義塾大学 准教授 倉石立 

64. 自家不和合性に関わるカルシウムシグナルの解析 

代表者：名古屋大学菅島臨海実験所 助教 山田力志 

65. ヤリイカ代替生殖戦術における二型精子の運動解析 

代表者：お茶の水女子大学大学院人間文化 講師 広橋教貴 

66. 臨海若手の会 

代表者：名古屋大学菅島臨海実験所 大学院生 齋藤貴子 

67. 機械刺激により誘起されるウニ精子鞭毛反応のカルシウムによる制御 

代表者：東京大学大学院理学系研究科生物科学専攻 准教授 真行寺千佳子 

68. 海産動物の精子鞭毛運動における代謝制御 

代表者：東京大学大学院総合文化研究科 助教 向井千夏 

69. 潜水調査により解明する砂浜海岸の大型ベントス群集とその生痕 

代表者：港湾空港技術研究所 学振PD 清家弘治 

70. ヒトデ幼生繊毛帯：神経システムと免疫システム間のクロストークの理

解 

代表者：慶應義塾大学自然科学研究教育センター 教授 金子洋之 
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71. カタユウレイボヤ精子鞭毛内イメージングのためのデュアルLEDストロ

ボ装置の構築 

代表者：お茶の水女子大学大学院 人間文化創成科学研究科研究院 名誉教授 馬場昭次 

72. イトマキヒトデの精子星状体形成の制御機構 

代表者：東京工業大学バイオ研究基盤支援総合センター 准教授 立花和則 

73. カタユウレイボヤ鰓繊毛が作る水流制御メカニズム 

代表者：お茶の水女子大学人間文化創成科学研究科 教授 最上善広 

74. 海産動物の生理学、生化学、発生学、行動学的研究 

代表者：東京大学理学系研究科 教授 岡良隆 

75. ドジョウの二倍性精子の機能に関する研究 

代表者：北海道大学大学院水産科学研究院 教授 荒井克俊 

76. ホヤ発生における神経細胞の形態形成機構 

代表者：慶應義塾大学理工学部 講師 堀田耕司 

77. 群体性生物における代謝活性の体サイズ効果の研究 

代表者：大阪教育大学 特任准教授 仲矢史雄 

78. ヒトデ由来サポニン類を標的とした免疫賦活物質の探索 

代表者：南三陸町自然環境活用センター 任期付研究員 川瀬摂 

79. 裸鰓目ウミウシの系統分析と集団遺伝学的解析 

代表者：日本女子大学理学部 准教授 深町昌司 

80. 海岸の照葉樹林帯に生息する樹上営巣性アリ類の行動生態学的研究 

代表者：東京農工大学農学研究院 准教授 佐藤俊幸 

81. 淡水産／海産の無脊椎動物の新規接着タンパク質の検索と生理機能 

代表者：信州大学繊維学部 高分子工業研究施設 准教授 大川浩作 

82. 海中船底塗料の開発と生物試験による評価 

代表者：大日本塗料株式会社 研究部 課長 岩瀬嘉之 

 

平成23年度 応募件数：97件 採択件数：97件 実施件数：76件 

1. 生物の深海への適応戦略の解明 

代表者：山梨大学教育人間科学部 教授 宮崎淳一 

2. 海産二枚貝の精子運動における新規神経タンパクOMAFによる細胞内カル

シウム調節機能 

代表者：東北大学大学院農学研究科 教授 尾定誠 
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3. 下田におけるスナギンチャク類とその共生性原生動物（アピコンプレッ

クス類）の多様性調査 

代表者：琉球大学・亜熱帯島嶼科学超域研究推進機構 特命准教授 REIMER James Davis 

4. ニッポンウミシダのレクチングライコミクス研究 

代表者：横浜市立大学大学院生命ナノシステム科学研究科 教授 大関泰裕 

5. ホヤプロテインデータベースの構築 

代表者：北海道大学大学院情報科学研究科 教授 遠藤俊徳 

6. 原索動物，棘皮動物精子運動活性化・走化性の分子機構 

代表者：東京家政学院大学客員教授・東京大学名誉教授 森澤正昭 

7. 棘皮動物の生殖•再生メカニズム 

代表者：Brown University  Postdoctoral Research Fellow 矢島麻美子 

8. 静岡県下田市鍋田海岸の海藻相と海水温の長期的変動 

代表者：山梨大学教育人間科学部 准教授 芹澤如比古 

9. 伊豆半島における外来種ココポーマアカフジツボと固有アカフジツボ類

2種および外来種イガイ類の地理的分布および生殖周期についての研究 

代表者：神奈川大学理学部生物科学科 教授 山口寿之 

10. 肝臓の起源とその組織構築の進化 

代表者：静岡大学理学部 教授 塩尻信義 

11. ドジョウの二倍性精子の機能に関する研究 

代表者：北海道大学大学院水産科学研究院 教授 荒井克俊 

12. 海産動物に寄生する甲殻類の生物多様性と種生物学 

代表者：琉球大学理学部 教授 広瀬裕一 

13. 成長因子シグナル伝達の調節における細胞外スルファターゼの機能に関

する研究 

代表者：広島大学大学院理学研究科 教授 山本卓 

14. 後口動物自己マーカー分子の同定 

代表者：慶應義塾大学理工学部 准教授 松本緑 

15. 海産無脊椎動物および脊椎動物のカルシトニンの構造及び生理的役割：

特に円口類について 

代表者：金沢大学環日本海域環境研究センター臨海実験施設 准教授 鈴木信雄 

16. 無脊椎動物から脊椎動物への神経内分泌系の進化 

代表者：北海道大学理学研究院 名誉教授 浦野明央 
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17. Znヌクレアーゼを利用したカタユウレイボヤの遺伝子ノックアウト技術

の開発 

代表者：広島大学大学院理学研究科 教授 山本卓 

18. カタユウレイボヤ精子鞭毛内イメージングのためのデュアルLEDストロ

ボ装置の構築 

代表者：お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科研究院 名誉教授 馬場昭次 

19. ヤリイカの人工授精法の確立 

代表者：東京大学大気海洋研究所 学振特別研究員 岩田容子 

20. ヤリイカ精子の受精環境に適応した遊泳能力獲得の研究 

代表者：お茶の水女子大学 講師 広橋教貴 

21. クサフグの月齢同調産卵リズムの中枢機構 

代表者：新潟大学理学部附属臨海実験所 准教授 安東宏徳 

22. 自家不和合成に関わるカルシウムシグナルの解析 

代表者：名古屋大学菅島臨海実験所 特任助教 山田力志 

23. 亜鉛が海洋微生物生態系に及ぼす影響 

代表者：奈良女子大学理学部情報科学科 助教 瀬戸繭美 

24. 重金属濃縮に関するカタユウレイボヤ機能欠失変異体の探索 

代表者：広島大学大学院理学研究科 准教授 植木龍也 

25. ナメクジウオの適応生理学的研究 

代表者：東京大学大気海洋研究所 教授 竹井祥郎 

26. トランスジェニック系統を利用したカタユウレイボヤHox遺伝子の機能

解析 

代表者：首都大学東京 教授 西駕秀俊 

27. ウミシダにおけるHoxおよびParaHox遺伝子のクラスター構造の解析 

代表者：首都大学東京 教授 西駕秀俊 

28. 三浦半島沿岸のベントス相の解明 

代表者：北九州市立自然史・歴史博物館 学芸員 下村通誉 

29. フジタウミウシ科発光ウミウシ3種の食性に関する比較研究 

代表者：琉球大学大学院理工学研究科 博士後期3年 中野理枝 

30. ナメクジウオの生態と発生の映像研究 

代表者：株式会社ドキュメンタリーチャンネル 代表取締役 藤原英史 

31. 棘皮動物の生態と発生の映像研究 

代表者：株式会社ドキュメンタリーチャンネル 代表取締役 藤原英史 
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32. ビデオ顕微鏡装置を用いた海産無脊椎動物の精子遊泳行動の比較分析 

代表者：株式会社ドキュメンタリーチャンネル 代表取締役 藤原英史 

33. アコヤガイの真珠袋構築に関する研究 

代表者：株式会社ミキモト 真珠研究所 所長 永井清仁 

34. 動植物に共通した受精メカニズムの研究 

代表者：国立成育医療研究センター 室長 宮戸健二 

35. 半索動物ギボシムシ遺伝子導入系の開発 

代表者：広島大学 准教授 田川訓史 

36. ナメクジウオ消化器系臓器の比較組織学および生化学的研究 

代表者：島根大学生物資源科学部 准教授 秋吉英雄 

37. 神奈川県希少生物に関するDNAデータの確認 

代表者：株式会社京急油壺マリンパーク 代表取締役社長 金子雄一 

38. 脊椎動物の視床下部‐下垂体機能軸の起源と進化を探る 

代表者：宮崎大学農学部 准教授 内田勝久 

39. ホヤ発生における神経細胞の形態形成機構 

代表者：慶應義塾大学理工学部 講師 堀田耕司 

40. 海産動物の機能性分子に関する生化学的研究 

代表者：東京大学大学院農学生命科学研究科 教授 渡部終五 

41. 海産無脊椎動物の受精機構に関わる新規遺伝子の遺伝学的探索 

代表者：名古屋大学大学院理学系研究科附属臨海実験所 教授 澤田均 

42. ナメクジウオの性ステロイド代謝酵素の作用に関する研究 

代表者：新潟大学理学部附属臨海実験所 教授 野崎眞澄 

43. ヌタウナギのステロイドホルモン合成経路の解析 

代表者：新潟大学理学部附属臨海実験所 技術職員 下谷豊和 

44. ヒトデ幼生繊毛帯：神経システムと免疫システム間のクロストークの理

解 

代表者：慶應義塾大学自然科学研究教育センター 教授 金子洋之 

45. 防汚塗料の開発と生物試験による評価 

代表者：大日本塗料株式会社 研究部 課長 岩瀬嘉之 

46. 相模湾産刺胞動物の分類学的研究 

代表者：財団法人黒潮生物研究財団 黒潮生物研究所 和歌山研究室 研究員 今原幸光 

47. カタユウレイボヤ精子活性化・誘引物質SAAF受容機構解明 

代表者：桐蔭横浜大学先端医用工学センター 専任講師 吉田薫 
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48. 海洋生物の発生生物学：合同公開臨海実習 

代表者：お茶の水女子大学湾岸生物教育研究センター センター長 清本正人 

49. 海底探査ロボットを用いた深海生物の調査 

代表者：東京大学生産技術研究所 准教授 巻俊宏 

50. 伊豆半島鍋田湾のアマモ場に生息する魚類相の季節的変化 

代表者：東京大学海洋学部水産学科 非常勤講師 竹内直子 

51. ウニの発生過程におけるチロシナーゼ発現調節機構 

代表者：静岡大学農学部 教授 鳥山優 

52. ヒトデの二次体軸に関与する遺伝子の探索 

代表者：鹿児島大学理工学研究科 准教授 塔筋弘章 

53. ニホンウミシダ放射神経の単離法の確立と発現タンパク質・ペプチドの

網羅的解析 

代表者：九州大学大学院農学研究院 教授 吉国通庸 

54. 機械刺激により誘起されるウニ精子鞭毛反応のカルシウムによる制御 

代表者：東京大学大学院理学系研究科生物科学専攻 准教授 真行寺千佳子 

55. 海産動物のバイオ・リソースの構築と進化学への応用 

代表者：総合研究大学院大学 准教授 大田竜也 

56. ホヤ幼生の神経回路図 

代表者：兵庫県立大学大学院生命理学研究科 助教 中川将司 

57. 裸鰓目ウミウシの系統分析と集団遺伝学的解析 

代表者：日本女子大学理学部物質生物科学科 准教授 深町昌司 

58. ウニ類におけるT-brain遺伝子の発現パターンの進化的変化 

代表者：東北大学大学院生命科学研究科附属浅虫海洋生物学教育研究センター 准教授 美濃川

拓哉 

59. ドレッジ採集による浅海域の底生生物相調査、ならびに飼育・展示 

代表者：新江ノ島水族館 展示飼育部 魚類チーム チームリーダー 崎山直夫 

60. アマモ場の季節変化を感じる臨海実習 

代表者：新江ノ島水族館 展示飼育部 魚類チーム チームリーダー 崎山直夫 

61. ナメクジウをから学ぶ生命の進化について 

代表者：新江ノ島水族館 企画部 体験学習チーム 倉田桂子 

62. 卵からの精子活性化誘引物質の放出開始に関する研究 

代表者：琉球大学医学部 助教 泉水奏 
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63. 脊椎動物ステロイドホルモン系の機能の起源と分化を探る 

代表者：岡山大学理学部附属臨海実験所 所長／教授 坂本竜哉 

64. 再生におけるArsの機能の研究 

代表者：杏林大学医学部解剖学教室 准教授 秋元義弘 

65. 海洋・淡水生態学系の個体群動態モデリングに関する研究集会 

代表者：奈良女子大学理学部情報科学科 博士前期課程2回生 飯野理美 

66. グリア細胞における新規細胞外マトリクスとしてのアリルスルファター

ゼAの解析 

代表者：岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 助教 米澤朋子 

67. 電位依存性ポスファターゼVSPの分子構造から生体機能までの横断的理

解 

代表者：大阪大学大学院医学研究科統合生理学 教授 岡村康司 

68. 精嚢分泌タンパク質SEMG受容機構解明 

代表者：桐蔭横浜大学先端医用工学センター 専任講師 吉田薫 

69. ウニ発生過程における免疫応答と酵素活性の研究 

代表者：埼玉大学教育学部 准教授 日比野拓 

70. 海岸の照葉樹林帯に生息する樹上営巣性アリ類の行動生態学的研究 

代表者：東京農工大学農学研究院 准教授 佐藤俊幸 

71. 相模湾およびその近海の有孔虫群集の長期モニタリング 

代表者：海洋研究開発機構 海洋・極限環境生物圏領域 領域長 北里洋 

72. 軟体動物、棘皮動物の比較発生生物学 

代表者：筑波大学生命環境科学研究科 教授 和田洋 

73. イトマキヒトデの精子星状体形成の制御機構 

代表者：東京工業大学バイオ研究基盤支援総合センター 准教授 立花和則 

74. 海産動物からのコラーゲンの抽出および解析 

代表者：株式会社ニッピ 所長 服部俊治 

75. 体内受精環境に特異的な精子鞭毛運動に関する研究 

代表者：山形大学理学部 教授 渡邉明彦 

76. ナメクジウオ胚を用いた脊椎動物原腸胚オーガナイザー進化に関する研

究 

代表者：東京大学理学系研究科生物科学専攻 大学院生 安岡有理 

77. 軟体動物のゲノム生物学 

代表者：東京大学大学院理学系研究科 教授 遠藤一佳 
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78. 群体ボヤ中に含まれる機能性カロテノイドの探索 

代表者：北海道大学大学院水産科学研究院 准教授 細川雅史 

79. 棘皮動物卵初期発生を指標とした環境汚染物質の毒性評価 

代表者：大妻女子大学社会情報学部 教授 細谷夏実 

80. 海洋ロボットの生物調査利用実験 

代表者：独立行政法人海洋研究開発機構 グループリーダー 吉田弘 

81. 大浦湾カジメ藻場における炭素循環過程 

代表者：筑波大学生命環境科学研究科 教授 濱健夫 

82. 映像によるクサフグとナメクジウオの産卵行動の解析 

代表者：有限会社総合ビデオサウンド 取締役 土屋康文 

83. 沿岸生態系に対する海洋酸性化の影響評価 

代表者：気象研究所 地球化学研究部 部長 緑川貴 

84. 海洋生物活性談話会 

代表者：慶應義塾大学理工学部 准教授 松本緑 

85. 海岸性ウミグモ及びクマムシ相－伊豆半島と紀伊半島の比較 

代表者：京都大学フィールド科学教育研究センター 講師 宮崎勝己 

86. 藻場の消長とヒメイカの季節的変動に関する基礎的研究 

代表者：お茶の水女子大学アカデミックプロダクション 特任リサーチフェロー 吉田真明 

87. 伊豆近海に生息する野生サメ胚を用いた神経発生学的研究 

代表者：愛媛大学 沿岸環境科学研究センター 研究員 川口将史 

88. ウニ幼生と成体の骨格をつくる細胞 

代表者：お茶の水女子大学 准教授 清本正人 

89. 初等中等教育における海洋教育用学習素材の開発研究 

代表者：東京大学海洋アライアンス 特任准教授 福島朋彦 

90. 真核細胞鞭毛軸糸の構造および波形形成に関する研究 

代表者：独立行政法人情報通信研究機構 専任研究員 西浦昌哉 

91. 海中溶存酸素の変動による海産無脊椎動物の代謝活性への影響 

代表者：大阪教育大学 特任准教授 仲矢史雄 

92. ホヤなどを用いた、走性と寿命に対する重力作用の解明 

代表者：東京大学総合文化研究科 准教授 奥野誠 

93. ウニ鞭毛ダイニンの軸糸内構造に関する研究 

代表者：東京大学名誉教授 毛利秀雄 
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94. ウズラ精子貯蔵管における精子の運動制御機構 

代表者：静岡大学農学部 准教授 笹浪知宏 

95. ウニ受精におけるCO2の影響 

代表者：NeoEnBiz Co. Chief Technical Officer Jung-Suk Lee 

96. 魚類精子のプロテオミクス解析 

代表者：University of South Bohemia Director, Professor Otomar Linhart 

97. 淡水産／海産の無脊椎動物の新規接着タンパク質の検索と生理機能 

代表者：信州大学繊維学部高分子工業研究施設 准教授 大川浩作 

 

平成23年度震災支援枠 応募件数：2件 採択件数：2件 実施件数：2件 

1. 動物装着型カメラロガーの作動実験 

代表者：東京大学大気海洋研究所 特任研究員 青木かがり 

2. ウニ類と海中林の分布と生物生産に関する生態学的研究 

代表者：東北大学大学院農学研究科 教授 吾妻行雄 

 

６．共同利用共同研究成果概要 

 

筑波大学下田臨海実験センター 

 センターではさまざまな共同利用・共同研究が行われているが、その中で大

きな割合を占める物は、１）センターの位置するフィールドやそこに棲息する

多様な生物を用いた共同利用・共同研究と、２）センターが有するリソースや

解析システム、研究ポテンシャルを利用した共同利用・共同研究である。１）

としては、例えば以下のものがあげられる。 

 大浦湾カジメ藻場における炭素循環過程 

 伊豆沿岸産プランクトンの季節的調査 

 下田市鍋田海岸の海藻相と海水温の長期的変動 

 伊豆半島の海産クマムシ相の解明 

 伊豆半島鍋田湾のアマモ場に生息する魚類相の季節的変化 

 下田におけるスナギンチャク類とその共生性原生動物 

 伊豆半島における外来種フジツボと固有フジツボ類 2種についての研究 

 海岸の照葉樹林帯に生息する樹上営巣性アリ類の行動生態学的研究 

 沿岸生態系に対する海洋酸性化の影響評価 
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 伊豆近海に生息する野生サメ胚を用いた神経発生学的研究 

 生物の深海への適応戦略の解明 

 半索動物ギボシムシ遺伝子導入系の開発 

 ウニ類と海中林の分布と生物生産に関する生態学的研究 

 

 また２）としては、文部科学省ナショナルバイオリソースとしての活動も進

めているホヤのトランスジェニック系統を用いた研究、トランスジェニック技

術を他の海産生物に応用する共同研究、ホヤプロテオミクス解析系を用いたタ

ンパク質機能に関する研究、ホヤプロテインデータベースの開発にかかる研究、

ライブイメージングシステムや高速運動解析システムを用いた共同研究、発

生・系統進化の分子メカニズムに関する研究などが行われた。 

 利用者も国公立大学、私立大学、大学共同利用機関をはじめ、独立行政法人

や企業の利用もあった。ユニークなものとして、農学系水産分野との共同研究

（東北大学）や淡水産の魚類や軟体動物との比較解析も含めた共同研究（北海

道大学、信州大学）、センターが有する解析系を用いた水生生物を含む陸上動物

の解析（山形大学、静岡大学、近畿大学）も行われた。その他、海洋生物を研

究する若手の研究集会や、臨海臨湖実験所長会議が主導する合同公開臨海実習

の場としても提供した。 

 

東京大学海洋基礎生物学研究推進センター 

 多様な海洋生物を活用する共同利用・共同研究により、さまざまな生命現象

の機構が解明されている。また、今後多くの成果が期待できる課題の立ち上げ

に寄与している。以下にその抜粋と共同研究機関を記す。 

１．ウニで発見された新規細胞外マトリクスタンパク質Arsのマウス、ラット、

ヒトにおける機能と、Ars疾患遺伝病の発症メカニズムの解明（岡山大学医

学部、杏林大学医学部、ニッピバイオマトリックス研究所）。 

２．無顎類ヌタウナギを使った内分泌機構の進化の解明（新潟大学） 

３．ニッポンウミシダを使った新口動物のゲノムの進化（米国ブラウン大学） 

４．フグをつかった頭部構造形成機構の分子進化（理化学研究所） 

５．ホヤを使った精子走化性の分子機構（大阪大学医学部、桐蔭横浜大学） 

６．ナメクジウオを使った生殖内分泌の進化機構（広島大学理学部） 

７．カイメンを使った多細胞動物の進化・系統分類学（スペイン科学博物館） 
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８．ナメクジウオ胚を用いた脊椎動物原腸胚オーガナイザーの進化（東京大学） 

９．三浦半島の希少生物の遺伝的多様性の解析（京急油壺マリンパーク） 

１０．クサフグ産卵行動・棘皮動物の生態と発生の映像研究（ドキュメンタリ

ーチャンネル） 

１１．ウミシダのHoxとParaHox遺伝子のクラスター構造の解析（首都大学東京） 

１２．裸鰓目ウミウシの系統分析と集団遺伝学的解析（日本女子大学） 

 

 

７．共同利用研究成果（発表論文） 
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８．拠点施設環境整備概要 

 

筑波大学下田臨海実験センター 

 共同利用・共同研究で訪れる利用者からの要望も参考にし、事業活動を加速

させるために、2010-2011年度に導入した設備備品（研究機器）は以下の通りで

ある。 

 

 高速共焦点顕微鏡システム(オリンパス倒立顕微鏡 IX71、横河電機共焦点ユ

ニットCSU-X1、ANROR EM-CCDカメラ iXon3)  

 ライカマイクロシステムズ（株）実体顕微鏡撮影システム 

 M205C-NHおよび倒立顕微鏡システム DMIL-DFC 

 共焦点レーザースキャン顕微鏡（Carl Zeiss LSM700） 

 倒立型ルーチン顕微鏡、蛍光実体顕微鏡、微分干渉顕微鏡、各種顕微鏡 

 卓上走査電子顕微鏡 一式 

 EMCCD高感度カメラ、高精細高速度カメラ HAS-D3-3000 

 日立分光蛍光光度計 F-7000 

 DNAシーケンサー、遺伝子増幅装置 

 超低温フリーザー 

 蒸留水製造装置一式 

 超遠心密度勾配用装置一式、超遠心機用アングル型ロータ 

 Calibrated Densitometer, マルチモードプレートリーダー等測定機器 

 

 この他、新和船（名称カレッタ）の購入、水槽設備に必須である密閉型濾過

機一式の設置、共同利用のための実験室や居室に新たに中温用エアコン天井吊

型の設置、第１実験研究棟 ＬＡＮケーブル配管配線設備、宿泊棟南側駐車場舗

装を行い、研究、利用の便宜を図った。 

 東関東大震災の教訓をもとに、非常用の発電機を３基購入した。また、今後

予測されている大震災ならびに津波に対処するために、海抜３９メートル地点

まで避難できる緊急避難路を設置し、付帯する工事として避難階段設備、北門

扉整備を行った。 
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東京大学海洋基礎生物学研究推進センター 

 この2年間に共同利用・共同研究に提供できる備品として、以下の物品を新た

に整備した。 

 

 マイクロピペットプラー(Sutter Instrument) 

 実体顕微鏡SZX7（オリンパス） 

 顕微鏡写真撮影装置(Q Imaging) 

 PCR装置(Biometra) 

 

 また、実習船「臨海丸」のエンジンを更新し、より高速での航行が行えるよ

うになった。これは相模湾沖での生物採集の際、より短時間で目的地に行って

帰ってこられるようになるため、採集活動時間が有効に使える利点がある。 

その他、作業台を入れ替えやエアコンの設置など実験室の整備を行った。その

結果、これまでは実験台の配置が変えられず使用しにくい作りとなっていた実

験室が使いやすく、空調システムが無かった実験室が快適に利用できるように

なり、一度に多くの研究者や研究グループを受け入れる態勢がより調った。さ

らに、外来利用社に提供している宿泊施設の布団の入れ替え、食堂のテーブル

と椅子の更新、バリアフリーの宿泊室の増設、談話室のソファー、テーブル、

テレビの更新を行い、より快適な環境を提供できるようにした。 

 

 

９．研究会・シンポジウム・広報活動 

 

マリンバイオ共同推進機構 

 第2回JAMBIOフォーラム（2011年1月21日、筑波大学下田臨海実験センター） 

 第3回JAMBIOフォーラム（2012年1月21日、東京大学本郷キャンパス） 

 

筑波大学下田臨海実験センター 

 下田臨海実験センターのパンフレット作製・web site の整備 

 平成 22 年度筑波大学下田臨海実験センター一般公開 

 平成 23 年度筑波大学下田臨海実験センター一般公開 
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 下田市教育委員会主催 「水産・海洋学講座」 

 下田市教育委員会後援 電脳下田黒船学校「サメの解剖教室」 

 AsOBiNet2010 

 未来の科学者養成講座 BSリーグ（２回開催） 

 伊豆海洋自然塾（７回開催） 

 電脳下田黒船学校（３回開催） 

 海藻おしば教室（河津町立東小学校家庭教育学級研修） 

 科学技術週間支援事業 「伊豆半島サイエンスネットワーク みてみよう！   

 さわってみよう！海底の生き物たち－みんなと博士のジョイントプロジェクト」 

 高校生対象公開講座（２回開催） 

 心拓塾サマースクール 

 静岡県理科教育研究会東部支部生物部会 研修会 

 文部科学省新学術研究領域「配偶子幹細胞制御機構」 第3回領域会議 

 第4回生殖研究ワークショップ 

 下田臨海実験センター一般公開 

 下田セミナー（合計１６回） 

 日本財団助成事業「第2回海藻おしば指導者養成講座」 

ホヤ研究プロテインデータベース構築に関する研究集会 

 海洋・淡水生態学系の個体群動態モデリングに関する研究集会 

 テュニアトラック普及定着事業オンサイトキックオフセミナー 

 

東京大学海洋基礎生物学推進センター 

 東大海洋基礎生物学推進センターのパンフレット作成・web siteの整備 

 VSP 研究会（2010 年 4 月 20−21 日、2012 年 3 月 14−15 日） 

 臨海若手の会（2010 年 9 月 26−27 日） 

 軟体動物のゲノム生物学 （2011年2月21−22日、2012年3月2−3日） 

 海洋生物活性談話会（2011 年 10 月 8−9 日） 

 水腔動物（Ambulacraria）研究会（2010 年 11 月 20−21 日） 

 臨海実験所・ミキモト真珠研究所共催｢真珠を育む海を知ろう｣(2011/7/30) 

 臨海実験所・SBnet 主催 自然観察会(2011/7/16, 7/31) 

 京急油壺マリンパークすいぞくかん学園「校外研修」協力(2011/8/4, 8/5,  

 8/18, 8/19) 
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 Sbnet・臨海実験所主催 自然観察会 開催(2010/7/29・30) 

 ミキモト真珠研究所・臨海実験所共催一般公開実習｢真珠を育む海を知ろう｣   

 開催(2010/8/12) 

 ミキモト真珠研究所・臨海実験所共催一般公開実習｢浜揚げ体験会｣ 開催 

 (2010/12/24-12/25) 

 

 

１０．国際連携 

 年に１度の JAMBIO Forum では、海外の海洋生物学者や海洋生物学研究所を主

宰する研究者を招聘し、研究交流会と海洋生物学における国際連携について議

論している。また、JAMBIO 発足以前より、イタリアナポリ臨海実験所やアメリ

カウッズホール海洋生物学研究所など、海外の海洋生物学研究施設と連携を深

めている。2010 年 10 月にはイタリアナポリ臨海実験所イスキア島実験所にて、

GEMBioL（Global Experimental Marine Biology Laboratories）の会議があり、

ヨーロッパ（EMBRC, The European Marine Biological Resource Centre）、ア

メリカ（MBL, HMS, Hawaii）、オーストラリア、ニュージーランド、日本（JAMBIO）

の代表が集まり、各種グローバル活動、学術会議、インフラ整備について議論

を交わした。JAMBIO からは稲葉一男機構長、赤坂甲治副機構長が出席した（世

話人：ナポリ臨海実験所長 Roberto DiLauro）。また、2010 年 4 月にヨーロッパ

の海洋生物学実験所機構（MARS）、アメリカ海洋生物学実験所機構（NAML）、オ

ーストラリア、日本（JAMBIO）の代表が運営委員を務める世界マリンステーシ

ョン機構（WAMS）がパリユネスコ本部で開かれ、稲葉一男機構長が出席した。

本会議では、WAMS が地球温暖化、海洋生態、生物多様化などの問題に国際的に

対処し、発展途上国への技術援助や教育などを行う組織として正式に発足させ

た（2010 年 4 月 14 日）。2011 年 12 月にはポルトガルで WAMS 会議が開かれ、

UNESCO-IOC の正式な session として認められた件について報告があり、WAMS 委

員会の開催時期、今後の活動について話し合われた。 

 

１１．今後の活動について 

 JAMBIO では平成２４年度に国際シンポジウムの開催を計画している。今後、

我が国およびアジアの海洋生物学研究の拠点として、独創的・先端的な学術研

究活動を推進し、国際的にも積極的に貢献する。また、平成 24 年度に中間評価
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が実施される予定であり、これを受けて組織の見直しを含む以下の事項につい

て検討する予定である。 

（１）拠点としての活動成果の妥当性、コミュニティへの貢献度 

（２）拠点としての組織の適格性、ネットワークを形成による相乗効果 

（３）研究者コミュニティからの意見の反映 

（４）一般公開を含む社会への貢献、海洋生物学の普及 

（５）研究成果や研究ポテンシャルを活用した国際貢献 
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添付資料 

 

平成２１年度運営協議会議事録 

平成２１年度共同利用・共同研究委員会議事録 

平成２２年度運営協議会議事録 

平成２２年度共同利用・共同研究委員会議事録 

平成２３年度運営協議会議事録 

平成２３年度共同利用・共同研究委員会議事録 

JAMBIO ホームページによる成果公開（抜粋） 

世界マリンステーション機構（WAMS）概要 

世界マリンステーション機構（WAMS）平成２３年度会議概要 

 



第１回 海洋生物学研究共同推進拠点 JAMBIO 運営協議会準備委員会 議事録 

 

 

日時：平成２１年９月１９日（土）１８：００〜１９：００ 

場所：静岡県コンベンションアーツセンター「グランシップ」 

   中ホール１階スタッフ控え室 

出席者：星元紀、佐藤矩行、相沢慎一、野崎眞澄、岡良隆、赤坂甲治、和田洋、稲葉一男、

（柴小菊：記録） 

 

議事録 

 

１．開会に先立ち、委員の紹介が行なわれた。 

２．資料に基づき稲葉委員より海洋生物学研究共同推進拠点 JAMBIOの概要が説明された。 

３．稲葉委員より共同利用・共同研究拠点認定の報告がされた。 

４．稲葉委員より運営協議会の設置について、来年度４月より設置予定、それまでは準備

委員会とする（変更の可能性あり）、との説明があった。 

５．稲葉委員より、平成２１年度概算要求、平成２２年度概算要求の状況について説明が

あった。 

６．平成２２年度活動（公募研究）、平成２１年度の準備活動について説明があった。 

７．その他、以下の様な自由討論がされ、提案事項については積極的に進めることとした。 

・臨海臨湖実験所は JAMBIO 活動の中心となるのは確かだが、組織としては筑波大と東大

のみである。 

・学術会議、JAMSTEC との関連、連携を深めるべきである（星委員）。 

・臨海臨湖実験所には、公募前に説明をすべきである。これについては、説明会、シンポ

ジウムなども考えたい。最近作った分野グループでの共同研究を出したい（野崎委員）。 

予算規模について（相沢委員）：研究費も含めた申請をしたが交付内定額は極めて少なく、

旅費も十分でない状態である。評価につじつまを合わせるためだけにお金を使うのではな

く、予算が少ないからこそ将来への展望を視野に入れたお金の使い方をすべきである。 

・スタッフの数について（岡委員）：専属スタッフは筑波も東大も学内措置により増えてい

る。しかし、作業量は膨大であり、下田、三崎のスタッフへの負担をなるべく抑えるよう

工夫すべきである。 

・バイオリソースやデータベース、ゲノム情報の整備が重要である（星委員）。データベー

スの統合事業等（赤坂委員）。水産系との連携も考慮すべき（野崎委員）。海洋研との関係

がわからない（相沢委員）。海洋研の生物分野は JAMBIO で協力体制に在る（赤坂委員）。 

・利用者数による評価について：評価に関しては下田三崎の利用者数が評価される。臨海

臨湖実験所全体の利用も評価してもらえるよう動きかけたい（稲葉委員）。 

shimoj88
タイプライターテキスト
添付資料：平成21年度運営協議会 議事録



・他の共同利用組織と連携し、施設等を利用したらどうか、例えば京大、沖縄、高知、

JAMSTEC など（相沢委員）。OIST ではシーケンス解析ならばポジティブに引き受けてく

れると思う（佐藤委員）。JAMBIO が窓口となって他の研究施設利用を申請するとよいだろ

う（相沢委員、星委員）。下田のトランスジェニック、プロテオミクス（稲葉委員）。OIST

に JAMBIO として利用枠を要求する（佐藤委員）。理研に対しても利用枠を申請する。個

別ではなくトップに直に連携を求める（相沢委員）。天然物化学ネットワークも使えるので

は（星委員）。 

・今回の予算は将来構想のための足がかりに限定したい。新学術領域等を申請したらどう

か？ないものねだりではなく臨海の良さを考えるきっかけにしたい。グループ化、組織化

して全体的な研究施設を使いやすくするなど考えたい。 

・国際連携について：マリングローバルネットワーク構想が進んでいる。１０月にナポリ

で会議が開かれる。日本では JAMBIO が参画することが決定している（稲葉委員）。政略

的な動きには十分注したほうが良い（星委員）。 

 

８．以上の議論を踏まえ、活動の準備を行なうことで合意した。なお、平成２２年度の共

同利用・共同研究の公募の詳細については、後日メールにて議論することとした。 

 



平成 21 年度 JAMBIO 共同利用・共同研究委員会 議事録 

 

 

日時：平成 22 年 2 月 23 日（火）14:00~17:00 

場所：筑波大学東京オフィス秋葉原地区 ゼミ室３ 

出席者：坂本竜哉、野崎眞澄、山本 卓、吉国通庸、赤坂甲治、近藤真理子、濱健夫、 

和田 洋、稲葉一男（柴小菊：記録） 

 

議事録 

 

１．開会に先立ち、委員の紹介が行なわれた。 

２．資料に基づき稲葉委員より海洋生物学研究共同推進拠点 JAMBIO の概要、組織形態、

JAMBIO 共同利用・共同研究委員会細則について説明が行われた。 

３．JAMBIO 共同利用・共同研究委員会委員長の選出が行われた。委員長には稲葉委員が、

副委員長には赤坂委員が選出された。 

４．稲葉委員より公募経過の概要と応募状況について説明が行われた。応募総数は 82 件  

（下田 38、三崎 36、三崎／下田 7、三崎 or 下田 1）であった。国立大学、私立大学、公立

大学、企業、団体など偏りなく応募があった。若手の会や淡水関係の応募もあった。 

５．稲葉委員より採択課題に対する予算について説明が行われた。JAMBIO 特別経費は

1400 万円だが、そのうち採択課題に対して旅費として使える予算は現在 50 万円プラス部

局負担の 60 万円、計 110 万円である。しかし、利用実績、評価を考えなるべく多くの課題

を採択したいので上限 800 万円程度までを当てることができるように交渉、調整を行いた

い旨が説明された。 

６．採択課題の決定について議論が行われた。まず初めに利用実績、評価、来年度の応募

数を考え採択率を高くすることが決められた。予算に限りがあるため、採択課題に対して

旅費の上限を設けることが決められた。資料に基づき申請課題について実現不可能な課題

がないかどうか検討が行われた。以上の議論により、全ての申請課題を採択し、旅費の上

限を 20 万円とすることが決定された。旅費については、近郊か遠隔地か、旅費負担の可能

性の有無などに基づき調整することが決まった。 

７．以上の議論に基づき、年度内に採択通知を行い、運営協議会および学内組織への報告

を行うことになった。 

８．その他の検討事項として以下の事項があげられた。 

・海外からの利用の問題。旅費補助が必要な場合は国内旅費のみ補助が妥当。 

・評価につなげるため、JAMBIO 組織の宣伝、公募数の高さ、研究成果などについて積極

的にアピールしていくべきである。 

・採択課題に対して研究費など旅費以外を補助できるように今後検討したい。今回、若手
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の会からの応募があり、若手育成の意味でも、会への講師の招聘費を出したい。 

・旅費援助なしの採択課題は、施設を優先的に利用できるという意味でありうる。 

・筑波大、東大、学内間での利用についても、海洋研の過去の例のように旅費の支出を行

なうことは可能であろう。 

・今回は研究費の配分はないが、JAMBIO 予算内で下田、三崎双方に消耗品や機器を整備

し、共同利用に積極的に供する。 



 

第２回 JAMBIO 運営協議会 

 

日時：平成２２年９月２５日（土） 午後６時 〜７時 

場所：ルヴェソンヴェール駒場（東大駒場キャンパス内）セミナー室 

出席者：岡良隆、野崎眞澄、和田洋、赤坂甲治、稲葉一男 

 

 

議事 

 

１．共同利用・共同研究実施状況 

 共同利用・共同研究採択課題についての説明があった。採択課題数８２件中

現在までに３３件実施、１４件旅費配分が終了。採択者へ利用の実施をメール

にて促すこととした。また、本年度の公募時期を早めにする（概ね本年中）こ

ととした。 

 

２．第２回 JAMBIO フォーラムについて 

 第２回 JAMBIO フォーラムは、平成２３年１月２１日（金）に下田臨海実験

センターにて実施する予定であるとの報告があった。講演予定者は、Mike 

Thoryndyke, Brian Leander, 渡部終吾、近藤真理子、笹倉靖徳、濱健夫、吉国

通庸、逸見泰久、野崎眞澄、澤田均（注１）。来年度は東京大学にて実施するこ

とも検討することとした。 

 

３．GLOBAL MARINE BIOLOGY NETWORK について 

 GLOBAL MARINE BIOLOGY NETWORK に関する会議が１０月２日にナ

ポリで開かれるとの報告があった（注２）。稲葉機構長、赤坂副機構長の他、日

本から佐藤矩行委員、五條堀孝教授（国立遺伝学研究所）が出席の予定。 

 

４．平成２３年度概算要求について、平成２２年並の予算が見込まれるとの報

告があった。 

 

５．国立大学共同利用・共同研究拠点協議会に JAMBIO が参加したとの報告が
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あった。また、附置研究所長・センター長会議には本年度はオブザーバー、来

年度から参加するとの報告があった。 

 

６．委員から、JAMBIO の活動は概ね順調に進んでいる、このまま継続して臨

海・臨湖実験所を中心とする海洋・陸水生物学の共同研究の推進に貢献してほ

しいとの意見があった。 

 

 

（追記、１１月２６日） 

注１ Brian Leander は都合により不参加、代わりにハワイ大学の Jo-Ann 

Leong を招聘することとした。 

 

注２ 会議の結果、海洋生物学のグローバル組織として、GEMBiOL (Global 

Experimental Marine Biology Organization of Laboratories)が１０月２日に

創設された。これとは別にJAMBIOに関連するグルーバル組織として、WAMS 

(World Association of Marine Stations) がすでに立ち上がっている。 

 

 

以上 

 



平成２２年度第３回 JAMBIO 運営協議会 

 

日時：平成２３年３月２８日（月） メール会議 

出席者：相澤慎一、星元紀、佐藤矩行、長濱嘉孝（平成２３年度委員）、岡良隆、

野崎眞澄、和田洋、赤坂甲治、稲葉一男 

 

議事 

 

１．平成２３年３月発生の東北関東大震災において、臨海施設のいくつかが多

大な被害を受けた。特に東京大学の大槌の施設と東北大学の女川の施設は

壊滅的である。三陸の臨海施設は我が国の海洋生物学研究において極めて

重要であり、今後の復旧、復興を切に願うところである。これに関して

JAMBIO としては以下の支援策を行いたいとの提案が稲葉委員よりあり、全

員一致で認められた。 

 

「今回の東北関東大震災において被害を受けた学術機関に属する海洋生物

学を専門とする研究者、特に臨海施設に所属する研究者に対して、JAMBIO

拠点施設（下田、三崎）を開放し研究利用に供することとする。利用に係

る旅費は最大限支援する」 

 

以上 



平成２２年度 JAMBIO 共同利用・共同研究委員会 議事録 

 

出席：澤田、吉国、坂本、近藤、岡、赤坂、稲葉（敬称略） 

（他の委員はメールにて資料配布済み） 

日時：平成２３年２月１６日、１１：３０－１２：３０ 

場所：筑波大学東京キャンパス秋葉原地区。利用教室：ゼミ室１ 

 

議事 

１．公募状況 

平成２３年度公募が１月１７日で締め切られ、合計で９７件の公募があっ

たことが報告された（配布資料）。 

２．採択課題 

申請９７件すべてに関し審議を行い、全件採択することで合意した。なお、

旅費の支給は昨年と同様に上限を２０万円（謝金、宿泊費減額を含む）に

することとした。 

３．申請書様式について 

申請様式が複雑で作成に時間がかかるという意見があったことが報告され

た。これに対し、他の共同利用の申請書と比較すると極めて簡素であるこ

と、申請には最低これくらいの計画書を作成してもらうべきである、との

意見が出され、当面、現在の様式を用いることとした。なお、記入例を示

すべきいう意見が出され、次年度から記入例を追加することとした。 

４．その他の審議事項 

１）同一研究者が複数申請している例が見られるが、同一の内容の場合に

はまとめてもらうこととした。なお、研究内容が異なる場合には、複

数件の申請を認めることとした。 

２）年度の途中での応募を可能とするように、今後検討することとした。

なお、追加や変更についてはこれまでも受け付けてきたが、明確でな

いため、ホームページで明記することとした。 

３）JAMBIO に応募している合同公開臨海実習については、参加学生に旅

費の一部を支給することとした。 

 

以上 
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平成２３年度 第１回 JAMBIO運営協議会 

議事録 

 

日時：平成２３年９月２２日 午後１時 - ２時 

場所：旭川大雪クリスタルホール「特別室」 

出席者：長濱、岡、赤坂、稲葉 

欠席者：相沢、星、和田、野崎 

 

 

１）平成２２年度事業報告 

平成２２年度は８２件の採択があった。そのうち１１件の利用は無く、２件は旅費の使用無し

で実施した（別紙資料配布）。その分は、採択課題のうち追加利用のあったものに使用した。 

 

２）平成２３年度事業経過（共同利用・共同研究受け入れ、その他の活動） 

平成２３年度は９７件の共同利用・共同研究が採択された（一覧：別紙資料配布）。その他の活

動として、①ホームページの充実、②東日本大震災の支援、③JAMBIOフォーラム（第３回）の

準備状況が報告された。フォーラムは平成２４年１月２１日が予定されており、場所は東京大

学（本郷）、Gary Wessel（Brown University）, Cesar Arenas-Mena (SUNY)を招聘する予定で

ある。 

 

３）外部評価委員の選出 

文部科学省から実施される中間評価とは別に、外部中間評価を２年目と４年目に実施する。中

間評価は、２名の評価委員、最終評価は４名の評価委員（１名は海外の研究者）によって行う

が、外部評価委員を委嘱する必要がある。評価委員は評議委員、共同利用共同研究委員以外の

海洋生物学関連研究者から選出し、任期は６年である。委員名はホームページに公表する。こ

れに関し、以下の方が推薦され承認された。機構長が就任の依頼を行うこととした。なお、評

価項目は以下の通りとした。 

 

拠点専任研究者による研究成果概要、拠点専任研究者による業績一覧、共同利用共同研究実施

実績、共同利用共同研究成果概要、施設環境整備概要、研究会・シンポジウム・広報活動 

 

（委員候補：日本人３名、外国人１名） 

鈴木範男、上野直人、田村宏治、Mike Thorndyke 

 

以上 
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平成２３年度 JAMBIO共同利用共同研究委員会 議事録 

 

日時：平成２４年３月１３日 午後２時から４時まで 

場所：筑波大学東京キャンパス大塚地区（丸の内線茗荷谷駅徒歩５分）、１階 

１１８号室 

 

出席：野崎先生、澤田先生、山本先生、吉国先生、笹倉先生、近藤先生、赤坂

先生（吉田先生代理）、稲葉 

欠席：坂本先生、濱先生、本村先生、岡先生  

 

 

8 名の参加があった。岡先生が急用でこれなかった。 

 

H２３年度の課題についての進捗 

過去 2 年の採択状況の説明があった（稲葉）これまではヘテロな方の研究の活

性化のため、全てを採択していた。旅費については希望額は 1600 万程度だった

が、公平に少なめに配分することとした（1件 20 万円まで）。 

去年度は追加募集を行った（課題ではなく、旅費の追加の打診）。H23 年度も 12

月頃に進め、旅費の追加を行った。 

 

H２４年度の課題採択について 

71 件の応募があった。希望額は１７８８６千円（予算額の 1380 万円に対して）。

内容を見ながら採択を決めていく。同一の研究者が同一の研究で複数応募して

いる場合はまとめてもらう。臨海若手の会への支援、海外からの利用希望（こ

れまでは国内だけの分を補助していたが、海外からの渡航費をどうするか）、消

耗品費の募集をどうするか。 

 

去年度の実績に基づくと、実際には 700 万円ぐらいの旅費支給総額となるだろ

う。これで予算としてはぎりぎりである。 

 

前年度の 2 割の辞退者について質問があった。どのような課題で辞退が出るの

か。辞退者が次の募集をすることはあるのか→ある。このような利用にはペナ

ルティを課してはどうか。これない理由は多忙であろう。 

 

700 万円でだいたいのこれまでの実績があるので、その実績に基づいて配分する

のがよいのではないか。 
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三崎の場合、一部の旅費が減額になり事務手続きが煩雑になるので（自腹で支

払う）、他の旅費で来てしまう事例が多い（学生と合わせて来る場合は特に上限

を超えやすい）。共同研究の場合、三崎では利用費を取っていないが共同利用の

場合には利用費を取っているので、それもマイナスに働くようだ。三崎は特に

立地が近く旅費が少なくて済むことが多いので、そのような事例が多いのでは

ないか。 

 

応募の詳細な内容を Jambio スタッフに知らせずに応募が出ており、採択後内容

が分からない利用を引き受ける必要が出てきている問題がある。そのことに対

する明記がないことが問題だろう。共同利用の場合にそのような事例が多い。

今年度には対応は間に合わないが、内容は申請前に利用内容をスタッフに問い

合わせるようなシステムにして担当教員を必ず記入するようにする。 

 

共同利用、共同研究の区別が曖昧で応募されていることが多い（スタッフが deep

にコミットするのが共同研究）。 

 

海外からの応募利用申請があった（2件、アメリカとフランス、フランスは実際

には応募がなかった。）。過去には韓国とチェコからもあったが、国内旅費に限

っている。Jambio がインターナショナルを標榜している以上、（費用を限定すべ

きことはあっても）旅費を支給すべきではないか。数が多くなければ対応可能

だろう。 

 

募集要項の変更をする際には、旅費の見積もりを出してもらえるようにしては

どうか。 

 

申請書が複雑すぎるという意見が以前に出ているので、あまり詳しくしたくな

い。 

 

海外の旅費についてはマックス 30 万程度（ヨーロッパなど）にしてはどうか。

いずれにせよ、上限を決めて海外からの渡航費もだしてよいだろう。 

 

実習や若手の会は来年度は応募無しなので議論しない→57 番に実習の申し込み

があることが後で判明（継続課題）。発生生物学会の合同シンポジウムが出てい

る。学会員は自腹。シンポジストに旅費などを出す形式。今後も応募があれば

支援したい。上限は 20 万と、他のものと同じにしている。今後はシンポジウム



などの大型のものは別枠にしてはどうだろうか（共同実施項目では現在でも分

けている）。但し、実習などと重なったり場所の問題もあるので、受け入れは多

くは難しい。 

 

招聘旅費だけ、などのように主宰者側で使い分けをしてもらうのが現実的だろ

う。 

 

基生研でのシンポジウムでは発表者に全員旅費などのサポートがあった。

Jambio の 700 万の枠ではそのような手厚いサポートは無理だろう。 

 

各学内の実習についてはそれぞれの学内に責任があるはずなので、採択すべき

ではないのではないか（採択すると他のものも応募がくる可能性がある）。その

ため 57 番については内容を慎重に議論しながら可否を決める必要がある。 

 

消耗品についてどうするか。100 万ずつは使えるようになっているので、その枠

でよいのではないか。 

 

各地域の啓蒙のための市民利用の応募については一回受けてしまうと事例を作

ることになるので慎重にすべき。 

 

祝日のみの利用希望については三崎は基本的に断っており、受け入れにくい。 

責任職員については常勤職員にはサポートがしにくい（振り替えで休日をとら

せる）。また非常勤にはそれほどの責任は任せられない。 

 

採択の実際の検討：基本的には全て採択にしたい。個々に検討した。要検討の

ものは採択通知に、スタッフとの打ち合わせと担当職員の指定を明記すること

にした。一部は条件付き採択とするべきだという意見が出た。 

 

（検討のあるものの課題番号） 

３：スタッフとの打ち合わせ不足。潜水希望も詳細不明。 

５：打ち合わせ必要。 

６：長いので旅費の支給は無しで採択。 

２２：20 万上限でよいか。 

２４：旅費無しで採択 

２５：満額だと 52 万ぐらいだが減額で。 

48-49：まとめた方がよい。 



５０：受け入れられるかどうか不明。打ち合わせが必要。条件付き採択。 

５１：条件付き採択の方向だが、日程（休日）や内容の打ち合わせが必要。理

論的には 80 万程度になるが、20 万円で。受け入れの幸塚さん次第。 

５７：8月のみ OK。実習はだめ。 

6 件分：下田と三崎の両方を使うことが確定している応募はそれぞれについて分

けて採択する。 

 

合計 70＋６件が採択、もしくは条件付き採択。 

 

来年度の募集については、募集をする前に今回の議論を元に募集要項の見直し

を委員会としてすすめることとする。 

 

実際には利用しなくても、情報など必要なものを入手できることは多い。その

ような申し込み希望はどうするか→基本的には来て実験を進めてもらうことに

したい。そのため、材料のみの提供は受け付けない。 

 

三崎・下田のどちらかで応募していても、別の方に行きたくなることがある。

どうするか。また、１つの応募にまとめている方と両方をそれぞれで出してい

る方がいるがどうするか。 

→今後は 1 件につきどちらかにして、両方に行く場合はそれぞれ別に出す。途

中で変更が必要になれば臨機応変に対応する。 

 

成果が出ているかどうかを確実にチェックして、必要なところに手厚く出すよ

うにすればどうか。こちらの報告書作製にも役に立つだろう。なお文部科学省

には、外部利用からの魅力的な研究の提出をしている。報告書にこれまでの成

果に加え、今後の研究の展開を簡潔に書かせてはどうか。申請書にも継続課題

の場合には進捗状況を書かせてはどうか。 

 

論文の acknowledment について：Jambio のものについては書いてもらう。 

 

来年度の国際シンポジウムについて：日本の臨海実験所をよく利用している海

外の方について、研究と日本の臨海実験所の将来について discussion をしても

らう形式はどうかという案が出ている。生態方面はカバーしきれないので他の

方のサポートが必要。水産系が入ると多くなるだろうが、予算が限られている

のであまり多くは呼べない（１０名程度か：分子７，生態３）。澤田先生の領域

については国際会議が11月にあるので、メンバーが被らないか？今のところ2-3



月を予定していたが、7 月、10―12 月ぐらいの開催も考慮してはどうか。来年

度は Jambio フォーラムは無し。 



東北関東大震災に関連した研究支援について

【JAMBIO共同利用支援】
このたびの東北地方太平洋沖地震で被災された方々に心からお見舞いを申し上げます。
海洋生物学関係では多くの研究フィールドと研究施設が壊滅的な被害を受けました。こ
れは我が国の海洋生物学や関連する研究分野にとって大きな打撃であり、被災地域の一
日も早い復興を願うばかりです。JAMBIOでは東北関東大震災で被災された海洋生物学
関連の研究者、大学院生等の皆様の研究教育活動を支援するために、以下の共同利用研
究支援を行います。

◆筑波大学下田臨海実験センターおよび東京大学海洋基礎生物学研究推進センターを利
用した研究。両施設のフィールド、研究設備、宿泊施設を利用できます。施設につきま
しては、こちらをご覧ください。
◆JAMBIO公募研究と同様の扱いとなり、旅費が支給されます。
◆当面は随時申し込みを受け入れます。申請書にご記入の上、JAMBIO事務局まで送信
してください。

筑波大学下田臨海実験センター内 JAMBIO事務部門本部
TEL：0558-22-6775　　 FAX：0558-22-0362
E-mail：jambio@kurofune.shimoda.tsukuba.ac.jp

【全国臨海・臨湖実験所からの支援情報】
全国臨海・臨湖実験所長会議では、以下にあげる施設での研究教育に関する受け入れが
可能です。詳しくは各施設に問い合わせください。

【全国大学水産実験所長会議からの支援情報】
全国大学水産実験所長会議は、他の研究コミュニティーと連携しつつ、被災により教
育・研究活動に支障をきたしている施設の復興支援に協力することを表明します。全国
大学水産実験所長会議に参加している施設では、被災した学生・教員の受け入れ、研究
設備の提供等の準備があります。具体的な支援については各施設に直接お問い合せ下さ
い。

【海洋生物学関連の研究者支援情報】
東北地方太平洋沖地震において被災された海洋生物学関連の研究教育に関し、ご支援頂
ける機関、施設がございましたら、本ホームページにリンクさせて頂きたいと思いま
す。上記の筑波大学下田臨海実験センター内 JAMBIO事務部門本部までご連絡くださ
い。

 

　　

 

 

　 筑波大学下田臨海実験センター内
　JAMBIO事務部門本部
　　TEL：0558-22-6775
　　FAX：0558-22-0362
　　E-mail：
jambio@kurofune.shimoda.tsukuba.ac.jp

http://www.shimoda.tsukuba.ac.jp/~jambio/#
http://www.shimoda.tsukuba.ac.jp/~jambio/dl_files/jambio_facility_H23.doc
http://www.shimoda.tsukuba.ac.jp/~jambio/dl_files/sien_jambio_application2011.doc
mailto:jambio@kurofune.shimoda.tsukuba.ac.jp
http://www.shimoda.tsukuba.ac.jp/~jambio/rinkairinko.html
http://jikkensho.sakura.ne.jp/index.cgi
http://www.shimoda.tsukuba.ac.jp/~jambio/index.html
http://www.shimoda.tsukuba.ac.jp/~jambio/sosiki.html
http://www.shimoda.tsukuba.ac.jp/~jambio/gaiyo.html
http://www.shimoda.tsukuba.ac.jp/~jambio/kenkyu.html
http://www.shimoda.tsukuba.ac.jp/~jambio/kobo.html
http://www.shimoda.tsukuba.ac.jp/~jambio/renkei.html
http://www.shimoda.tsukuba.ac.jp/~jambio/kanren.html
http://www.shimoda.tsukuba.ac.jp/~jambio/ronbun.html
http://www.shimoda.tsukuba.ac.jp/~jambio/link.html
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添付資料：JAMBIOホームページによる成果公開（抜粋）



 

2012年4月 ユネスコ政府間海洋学委員会（IOC）の第２６回総会にいおて、今
後IOCとWAMSが開発途上国の支援活動等を共同で実施することが
支持されました。詳しくはこちらを御覧ください。

2012年4月10日 研究トピックスを更新しました。

2012年4月2日 平成24年度JAMBIO共同利用・共同研究 採択課題一覧を掲載しま
した。

2011年12月21日 平成24年度JAMBIO共同利用・共同研究の公募を開始しました。
詳しくは公募情報をご覧ください。[公募締切：2012年1月31日]

2011年12月
【第3回JAMBIOフォーラム開催のお知らせ】
2012年1月21日 第3回JAMBIOフォーラムを東京にて開催いたしま
す。
　開催日時：2012年1月21日　13時～18時
　場所：東京大学理学部2号館4階講堂

2011年12月14日 ASSEMBLE（Association of European Marine Biological
Laboratories）では２０１２年６月ー１１月の期間にヨーロッパ７
箇所、イスラエル、チリ各１箇所計９箇所の指定された臨海実験施
設を利用して行う研究プロジェクトを募集しています。採択された
場合には、現地での滞在費と航空券代が支給されます。日本在住の
研究者が応募する場合には、ヨーロッパ在住の研究者との共同研究
プロジェクトである必要があります。締切日：２０１２年２月１５
日。詳しくは以下リンクを参照してくださ
い。http://www.assemblemarine.org/6th-call-now-open/

2011年8月2日 平成22年度JAMBIO共同利用・共同研究 研究業績をアップしまし
た。

2011年4月15日 平成23年度JAMBIO共同利用・共同研究 採択課題一覧を掲載しま
した。

2011年3月23日
研究トピックスをアップしました。

第2回JAMBIOフォーラム
1月21日に筑波大学下田臨海実験センターにて、スウェーデン、ハ
ワイそして日本国内の臨海実験所や大学から研究者が集まり研究集
会が開催されました。 ⇒詳しくはこちら
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http://www.marsnetwork.org/wams-ioc.php
http://www.shimoda.tsukuba.ac.jp/~jambio/ronbun.html
http://www.shimoda.tsukuba.ac.jp/~jambio/dl_files/2012jambio.pdf
http://www.shimoda.tsukuba.ac.jp/~jambio/kobo.html
http://www.shimoda.tsukuba.ac.jp/~jambio/3forum.html
http://www.assemblemarine.org/6th-call-now-open/
http://www.shimoda.tsukuba.ac.jp/~jambio/kenkyu10-kadai1.html
http://www.shimoda.tsukuba.ac.jp/~jambio/2011_koubo.pdf
http://www.shimoda.tsukuba.ac.jp/~jambio/ronbun.html
http://www.shimoda.tsukuba.ac.jp/~jambio/2forum.html


2012.3.13

受精における自家不和合性メカニズムの解明
名古屋大学菅島臨海実験所澤田均教授、大学院生齋藤貴子さん、山田力志助教は、
筑波大学下田臨海実験センター稲葉一男教授、柴小菊助教と共同で、カタユウレイ
ボヤの受精における自家不和合性メカニズムを解明しました。カタユウレイボヤは
雌雄同体で自己の卵と精子は受精することができません。精子鞭毛運動の高速カメ
ラ撮影とカルシウムイメージングにより、ホヤ精子は自己の卵に結合すると細胞内
カルシウム濃度が上昇し鞭毛運動の停止または卵からの解離が起こることがわかり
ました。以前に澤田教授らの研究グループが発見したホヤ自家不和合性を司る遺伝
子の雄側因子にはカルシウムチャネルドメインが存在しており、今回初めてその機
能に迫ることに成功しました。ホヤと同様の自家不和合性因子の分子機構、カルシ
ウムシグナルの関与は高等植物においても知られており、今回の発見により、今
後、動植物に共通する受精メカニズムの解明および生殖・繁殖技術への応用が期待
されます。この研究成果は米国科学アカデミー紀要(PNAS誌)に掲載されまし
た。http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/22357759

 

2011.2.10

人間を含む新口動物の新しい仲間の報告
筑波大学下田臨海実験センターの中野裕昭助教は、
University College LondonのMaximilian Telford教授ら
と共同で、これまで系統学的位置が不明確であった海
産無脊椎動物、珍渦虫と無腸類が互いに近縁な新口動
物であることを新たに発見した。約３０ある動物門の
中で、新口動物には人間を含めた脊索動物門、棘皮動

物門、半索動物門しかおらず、珍渦虫と無腸類からなる「Xenacoelomorpha」は４
番目の門となる。今後は無腸類や珍渦虫の研究が、我々人間を含めた新口動物進化
の解明につながることが期待される。この成果は２月１０日付けの英科学誌Nature

に掲載された。

2011.1.3

筑波大学下田臨海実験センターの堀江健生研究員（日本学術振興会特別研究員PD）
と笹倉靖徳准教授の研究グループは、沖縄科学技術研究基盤整備機構の佐藤矩行先
生および甲南大学の日下部岳広先生と共同で、ホヤの変態時に幼生の中枢神経系が
失われるという通説を覆し、幼生の中枢神経系のうち脳胞と頸部、内臓神経節は変
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失われるという通説を覆し、幼生の中枢神経系のうち脳胞と頸部、内臓神経節は変
態後も残って成体の中枢神経系を構築すること、幼生のニューロンの多くは通説通
り消失すること、幼生のグリア細胞の一種である上衣細胞の一部が変態中に神経幹
細胞のように振る舞い、成体のニューロンを作り出すことを突き止めました。この
成果はNature誌に掲載されました。

2010.12.19

ウミシダからユニークな糖鎖結合プロファイルを持つ新規レクチンを発見
横浜市立大学大学院生命ナノシステム科学研究科の大関泰裕教授と大学院生松本
亮、JSPS外国人招へい研究者SM Abe カウサルらは、マイアミ大学博士研究員柴田
朋子博士、東京大学大学院理学系研究科付属臨海実験所（赤坂甲治所長）採集室、
横浜市立横浜サイエンスフロンティア高校（佐藤春夫校長）と共同し、文部科学省
ナショナルバイオリソースプロジェクト（NBRP）を通じて、棘皮動物有柄亜門ウ
ミユリ綱に属するニッポンウミシダ（Oxycomanthus japonicus）から、世界で初め
てレクチン（糖鎖結合性タンパク質）の単離に成功した。本レクチンは、タイプ2

型N-アセチルラクトサミン構造と結合する非常に特異性の高い新規分子であること
がフロンタルアフィニティークロマトグラフィーを用いたグライコミクス解析によ
り証明され、新たな細胞増殖制御研究や診断技術開発に利用が可能になると期待さ
れた。この成果は比較生化学および生理学雑誌に報告された。

 

Matsumoto et al, Comparative Biochemistry and Physiology B 158, 266-273 (2011)

doi:10.1016/j.cbpb.2010.12.004

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/21176791

2010.8.23

最古の脊椎動物である"ヌタウナギ"に生殖腺刺激ホルモンがあることを証明

新潟大学理学部附属臨海実験所の野崎眞澄教授らの研
究グループは，最古の脊椎動物といわれるヌタウナギ
の下垂体から生殖腺刺激ホルモン（GTH）の!鎖と"
鎖の遺伝子を同定し，下垂体内のGTHの遺伝子発現量
やタンパク質量が生殖腺の機能状況とよく一致してい
ること，さらにヌタウナギの下垂体からGTHを化学的

に単離し，生殖腺に投与することにより，生殖腺から性ホルモンが放出されること
を証明した。本研究により、脊椎動物の初期進化の段階で，視床下部‐下垂体‐生殖
腺軸が確立されたということを世界ではじめて明らかにした。この成果は、8月23

日付けの米国科学アカデミー紀要（PNAS）に掲載された。
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The European Network of 
Marine Institutes and Stations

MARS Directors meeting and WAMS Steering Committee meeting

Towards a global perspective for marine science

5-7 December 2011
Real Marina Hotel, Olhão, Portugal

The programmes of the MARS and WAMS meetings are given in appendix 1, the list of participants in 
appendix 2.

MARS Directors meeting

Monday 5 December 2011

Opening and Welcome : Mike Thorndyke and Adelino Canario
After opening the meeting the chair Mike Thorndyke gave a short introduction to the meeting. The 
intention of the first half-day of this meeting was to illustrate the complexity of the marine research 
network constellation in Europe. The role of MARS within this complex setting would be discussed in the 
second part of the meeting. 
Adelino Canario, the local host of the meeting, welcomed the participants to Olhao, and presented some 
housekeeping issues.

Minutes of the last meetings : Herman Hummel
The minutes were adopted after presenting the action issues.
The idea (launched by Francois Schmitt of Wimereux) to update the booklet “The (marine) biological 
stations of Europe” will be reactivated (action: MT, HH). Francois Schmitt will be contacted to ask for the 
status of the idea.

MarBEF+ : Carlo Heip
The follow-up of the MarBEF NoE has been installed in autumn 2010 as the MarBEF+ Association. The 
membership fees have been fixed jointly with MARS. Twenty members have paid their fees for 2010/2011. 
It is a bottom-up association of marine research scientists.
MarBEF+ was invited to participate in the discussions on the Innovation funds
The networks arising from MARS members are manifold (e.g. LifeWatch, EuroMarine, …)

EuroMarine, ASSEMBLE and EMBRC : Mike Thorndyke
EuroMarine is the EU ‘support action’ project that is designed to bring MarBEF, MGE, and EurOceans NoE’s, 
under a common umbrella with the working title “The EuroMarine Consortium” and with a scope “From 
genes to ecosystems”, in order to improve the use of European research potential and its infrastructure.
The content of the workpackages was presented. 
ASSEMBLE is the proof of concept for a larger programme on transnational access to Marine 
Infrastructures.
EMBRC is a preparatory phase Infrastructure project to widen the use of marine organisms in both 
fundamental and applied research (from marine biological resource centres).

MarCom+ : Wojciech Wawrzynski
MarCom+ is a network to establish a forum for the development of (cross-cutting) maritime and marine 
science. 

GEOSS and GMES : Carlo Heip
The Global Earth Observation System of Systems (GEOSS) has now more than 140 signatories (at the 
national level). Working Group 5 is on Marine Biodiversity (chaired by Carlo Heip) and links with a.o. MARS.

shimoj88
タイプライターテキスト
添付資料：世界マリンステーション機構（WAMS）平成23年度会議概要
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The Global Monitoring for Environment and Security (GMES) is mainly based on monitoring by satellites. It 
should work also on marine issues. The cost price of the programme is most probably too high to be 
realized.

Horizon 2020 : Mike Thorndyke
For MARS the Expert Group on Marine Research Infrastructures (MRI) is relevant to identify gaps within 
marine infrastructure provision and the improvements. In addition, gaps, funding opportunities, the 
framework to be developed, obstacles, etc., were discussed. Marine stations, and ships, as essential 
infrastructures, are expensive and thus their role has to be brought forward in the MRI. Priority topics of 
research, relevant projects and infrastructures are recognized. But also what we miss, as long-term data 
acquisition, full access to data, better responsiveness to societal needs, capacity building in 3rd countries. 
Interest for MARS is thus how marine stations can be embedded and provide expert advice to this group.
In the Horizon 2020 programme about 80 billion € will be invested in research from 2014-2020 – with for
food security, marine and maritime resources, and the bioeconomy about 4.15 billion €.

ESF Marine Board : Maud Evrard
The member organisations of the ESF MB are national funding organisations and large consortia of 
universities. There are 34 member organisations from 20 European countries. The aim is to develop 
common priorities and to bridge the gap between policy and science (with e.g. expert groups, science 
foresight documents, conferences, and position papers on e.g. climate change and ecosystem, renewable 
energy, with forthcoming papers on marine biodiversity, oceans and human health, marine microbial 
diversity and marine protected areas. They are also planning a Blue Technology forum in 2012.

Lecture on “Managing a small and interdisciplinary marine station” : Julia Sigwart
The Queen’s University Marine Laboratory is a typical small sized marine laboratory. They are more under 
pressure of covering a wide scope of expertise than larger institutes. It has only 9 resident staff members. 
There are many students and young researchers. Nearby is the 150 km2 Strangford Lough, that will 
become an MPA, and an excellent location for teaching. Two universities faculties, an aquarium and local 
governments use the stations. The biggest issue is survival, since they were threatened to be closed in the 
1990s. The station was saved by introducing aquaculture spin-offs, engineering facilities, university 
investments, and exchanging residential staff into more staff from universities. Although it seems a 
wonderful place, there is a lot of competition for resources leading to “forced” collaboration and high 
demands on technical staff. Moreover, having interdisciplinary groups together at a remote location leads
potentially to increased isolation from parent organisations (‘us’ versus ‘them’ mentality, resulting in a 
barrier to production). Therefore neutral leadership on-site is needed, together with all-inclusive strategic 
planning and space use, “enforced friendliness” and mixing, and active communication and flow with main 
campus (at 1 hour drive).

Tuesday 6 December 2011

MARS Roadmap : Mike Thorndyke
Mike introduced a scheme connecting the different projects and programmes with MARS, WAMS and 
EuroMarine.
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On basis of the scheme the strategy of MARS to follow was discussed .
Isabel, Carlo : MARS is top-down (institute/director) driven, whereas EuroMarine is bottom-up 
(researcher driven), so they have their own niche. Yet, beside differences there is also overlap. Similarly 
there are also overlaps with the Marine Board. MARS should stay and function largely as it does, yet focus 
maybe more on a restricted aim if EuroMarine remains in the future.
Richard : Sees MARS as a platform for institutes to advocate their role to the policies.
Adelino, Herman, Isabel : The tasks (and organisation) of MARS and EuroMarine can be better 
interlinked/united (thereby link the interaction of (policy of) institutes with the research).
Pierre: The stations are also the guardians of long-term issues and views. The programmes and projects, 
although they can be seemingly long-term, they have generally a limited life-time.
Isabel: So, a goal of MARS is to keep the structure of marine stations intact.
Herman, Adrianna: The role of MARS as an umbrella organisation for Marine Research Stations, 
Institutes and their Directors/Heads still holds.
Jon: Actions of EuroMarine should flow through the MARS organisations.
Ivar: The major elements/role of MARS could be, as in NAML, to take care of 1) the research strategy 2) 
education/teaching (links with universities), and 3) infrastructures.
Philipp: MARS should focus more on what “product” we can deliver to the science community.
Mike, Adrianna : The institutes have, i.e. MARS has, to increase their profile. To make all kinds of 
decisions in the present complex field of marine research the directors have to decide on their politics, and
within this interplay of different programmes and projects MARS has to take a leading role.

General conclusion was that MARS should increase its profile and modify the ‘Flyer’ (see later) to show that 
we do indeed represent the Directors of the Marine Labs and Institutes and thus have, and show we have,
a ‘powerful voice’

Scientific presentation “Assessing meiobenthos diversity” : Vera Fonseca
An invited scientific lecture on assessing the diversity in meiofauna with molecular tools was presented by 
Vera Fonseca.

Links with EMBS : Herman Hummel
From 2011 the MARS network delivers the following services to the EMBS (for free):
- Permanent web page development and maintenance (with the freedom for each organiser to develop 
own webpages and to position it at their own home-page)
- Development and maintenance of databases on (potentially/earlier) EMBS participating institutes and 
participants (based on lists of previous symposia and extension with available Registers of Resources from 
MARS members).
- Archive of earlier symposia webpages and symposia proceedings (in pdf)
- Promoting participation and increasing interest, through e.g. 2 MARS poster awards (of 250 and 100 €) at 
each EMBS meeting.
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The benefits that MARS expects to get from the EMBS are an increased visibility, by co-announcing MARS 
and EMBS at webpages and through awards, and a stronger profile as being the major European network 
for marine biology and oceanography
Issues MARS could develop further:
- Support for the organisation of EMBS meetings, including facilitation of on-line changes of addresses in 
the existing database of (potential) participants and of electronic registration
- Increasing visibility through announcements (joint outreach) at/in MARS websites, MARS Newsletter (e.g. 
special EMBS pages), and through its entrances in related networks (MarBEF, Marine Genomics, EurOceans, 
EuroMarine)

The inclusion of the EMBS website may result in a higher workload (and payments) to the webmanager 
(presently the VLIZ). The directors agree unanimously with a modest raise of the payments for 
managing the website to include the EMBS pages (action: HH, MT).

Newsletter : Mike Thorndyke
The newsletter needs revitalisation. The VLIZ or EcoServe will be requested whether they can adopt this 
issue (action: HH, MT). Based on the MarBEF experience a glossy Newsletter costs about 3000 € -
the directors agree unanimously this is an acceptable cost.

Members, finances and revision of the bylaws : Herman Hummel
MARS at the moment has 70 members from 25 countries. The annual contributions amounted till 2007 
about 10 to 12 k€, and increased from 2008 to about 20 k€. From 2010 the annual fees are collected 
together with the fees of MarBEF+.
The directors agree on the present annual fees to be used for the coming years.

Spending fluctuates strongly over the year, mainly due to variable costs of awards, meetings and 
secretariat. 

The present balance is 46 k€.
A discussion on using the positive balance in a strategic way was continued after lunch.

Richard: What we need are 1) a buffer, 2) annual (fixed) costs for secretariat and websites, and now 3) 
lobby for what kind of changes are needed to make marine stations function better and be more visible
(scoping paper on what is of value for stations) – to be done in face-to-face interviews with a selected 
group of Stations.
Philipp: We could ask for proposals and select a few of most important ones
Carlo : We might compose a business plan, entitled e.g. “The role of marine stations in the 21st century”.

A first overview on the use of funds included:
- % to be retained as a contingency (buffer)
- Secretariat
- Website
- What needs to be done and change to make marine stations better and more visible
- Business plan
- Scoping document prepared by a small group, incl. ‘Face to Face’ Interviews
- Identify our ‘Product’
- Emphasize the importance of EXPERIMENTAL labs beside thei

- Links also to Marine SITES (as in EuroMarine)
sea

- Produce a document with title and aim ‘Marine Stations 2020’ and get a cost for doing this. 
Perhaps suggest to Marine Board that this is a Position paper they take on to produce jointly with 
MARS (action: MT)
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A proposal on how to continue will be composed by the Executive Secretariat and brought forward to the 
Directors and representatives present at the meeting in Faro (action: MT, HH). The revised proposal will 
be presented (mailed) in February, together with a request for offers to actually perform the agreed and 
prioritized actions. Before 1st April 2012 the Directors will be asked for a vote (action: MT, HH).

The present bylaws were developed ten years ago and will have to be revised to adapt for the latest 
developments.
The issues to adapt for are:
- The structure and prime function of the Executive Board. Some changes in comparison with the Statutes 
have to be made, i.e. include a Past President and specific tasks for members. It was decided by the 
directors to include a President Elect who after one year after the election will become the President. 
The Past President and President Elect can be Vice Presidents. 
- Actual composition of Executive Board (names). A more balanced regional representation (North versus 
South, West versus East) should be taken care of (if possible).
- Co-opted members in the Board and their tasks.
- Procedure for electing Board and President (including installment of a President Elect). A term of 2 
years was decided by the directors. The elections should become more open. An invitation for 
nominations for membership and positions will be send by the Executive Office to the whole MARS 
membership. If necessary voting will be at the meeting, so that those Directors present (and therefore 
active and willing) will have an influence.
- Type of membership: regular and associated members are now possible. Scientific organisations without 
research facilities at the coast and/or individual researchers with marine research interests could appeal for 
MARS associated membership through a regular member to which they become associated. Not any 
request was received during the last 10 years. It is decided by the directors to remove the 
possibility of associated membership.
- Membership fees (to be adapted each year). The directors agree on the present annual fees.
- Membership of WAMS (and membership fee). For now membership of WAMS will be via our ‘Associations’ 
and thus not individual lab membership of WAMS. However for some nations e.g. African and South 
American nations there is as yet no trans-national grouping of Marine Stations and Institutes so we have to 
(within WAMS) accept individual membership from African and S. American labs
- Links to EMBS.

In order to arrange for the changes in the bylaws and in the structure of the Board, it was decided by the 
Directors to extend the term of the present Board until the end of April 2012. The elections of the new 
Board should have been completed before the end of April. 
The Executive office will prepare new bylaws, including the above additions (action: HH, MT). The 
adapted bylaws will be sent to the Board and Directors (and representatives that were present at the Faro 
meeting), and electronic communication and voting (if needed) will be used (action: HH).

WAMS Steering Committee meeting

Tuesday 6 December 2011

The UNESCO-IOC-MARS initiative for WAMS : Mike Thorndyke
The idea of a WAMS was launched 3 years ago. MARS, NAML, JAMBIO, and TMN were the first drivers of 
the ideas. The IOC helped to further the proposal in the last two years. The plan for WAMS was adopted 
officially by IOC-UNESCO mid 2011.
Focus for the future is on Global cooperation, Regional diversity, Capacity building, and Solidarity, and this 
will be reached through a range of activities as capacity building, sharing of facilities, training actions, 
exchange programmes.

The first WAMS Mission and Activities can be: Scientific Research, Education, Infrastructure, Business Plan
/ Funding model / Statutes, Global Surveys, Rapid response teams of experts, Promote Global Ocean 
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Science Literacy via ‘Seven Fundamental Principles to become literate on the Oceans’ 
(http://oceanservice.noaa.gov/education/literacy.html).

What can we do NOW to promote WAMS? Mechanisms could include giving WAMS identity to its pages on 
the MARS website, advertise (all links) to fellowships and courses etc, invite IOC to sponsor places for 3rd 
Nations at those courses and keep one or several places available for such, and find local (national) 
Sponsors for places for delegates/students from developing nations

The training and capacity building actions could encompass formal Courses, and Research Experience for 
Undergraduates

Marine science in USA : Ivar Babb
An overview of the structure and action in NAML, consisting of about 80 active labs, was presented. NAML 
composed several position papers, e.g. on ocean policy and other societal relevant themes, and future 
infrastructure needs.
NAML and MARS, within WAMS perspective, might cooperate in the “Partnerships for International 
Research and Education” action of NSF. Another example of cooperation could be the Ocean Observatory 
Initiative.
A strategic plan for the future of field stations and marine labs is being composed on basis of a workshop
held in November, 2011, that identified the emerging scientific trends that can best be addressed by field 
stations and marine labs. The final report of this workshop will be completed in 2012. 

Marine science in Australia : Bernie Degnan
In Australia the stations are not as well organised as in Europe and USA. Nevertheless, Australia has a 
large marine domain and several larger marine labs exist. Most research is performed by PhD students, 
and their universities (and some museums and public and private institutes) are organized in 3 major 
marine consortia. For example the Tropical Marine Network acts in the north-east of Australia. They own 
some marine stations all around the coast and at islands.

Marine Science in Japan : Kazuo Inaba
The tsjunami destroyed, much of the general coastal infrastructure, as well as a major part of the marine 
station infrastructure in north-west Japan (Tohoku area). The subsequent radiation contamination by the 
Fukushima nuclear disaster had an additional impact on the coastal environment. Now an action plan for 
regeneration of the marine ecology, including long-term investigations and joint input of fisheries and 
industries, in the Tohoku area is developed. In connection to these plans the Japanese Association for 
Marine Biology (JAMBIO) is also reviewing their actions. There are 20 stations connected to national 
universities performing mainly basic science, and 25 stations based on fisheries science, and 10 stations 
connected to private universities. In JAMBIO unites 2 universities

Plenary discussion on the future of WAMS
What are the major issues, topics and activities that WAMS should address?
- Mike: What is the important benefit your station expects from WAMS?
- Jon : How do we link in to the resources, training courses, research at other stations?
- Katarina: How to access information and data?
- Arturas : What kind of facilities are offered and how to get access?
- Ken : How to organize international training programmes?
- Philipp : How can we put more emphasis on the marine stations in Europe, that are threatened, and 
improve the situation, like the situation is better in other parts of the world where stations are promoted?
- Nando : Observations to see patterns (of e.g. extinctions) are needed and should be enforced.
- Carlo : Use the WAMS as a vehicle (as the local elements) to install a global observation network (incl. 
promote standardization).
- Jon : WAMS may support the visibility of marine stations – it may help that local stations are part of a 
larger global station
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- Julia : Can stations be directly member of WAMS or should it go through the underlying networks? Mike 
answered that by default the members of MARS are member of WAMS, yet in Africa there is not such an 
organisation as MARS, so we need to be flexible with these areas.
- Nando: Try to link conservation versus exploitation. This may viewed from different points of view, as 
occurs in different continents, and this could be inventoried.
- Ivar: Biodiversity and Ecosystem Functioning is best done through observation and experimentation. 
This can best be done by a Global Biodiversity Observation Network that WAMS could help implement

Wednesday 7 December 2011

Introduction and Roadmap : Mike Thorndyke
The Smithsonian institutes develop a programme that regarding content and lay-out is very much similar to 
the WAMS idea, yet, regional at their side. The Smithsonian institutes are member of NAML, and Ivar 
therefore will check on the status of their programme.

A range of topics to be further discussed were presented: regional representation, size of steering 
committee, rotating presidency, period of service/election, nomination procedure, decision making/voting, 
products, research, educations and infrastructure, global surveys and monitoring, experts and rapid 
responses to natural or man-made disasters.

The membership of WAMS is basically for regional associations, yet where such does not exist as in Africa 
or southern America individual institutes may have a (individual) member-status in WAMS to represent 
their region. Once several individual institutes in one region are participant they could merge into a 
regional association (with 1 representative in WAMS). To this end, regions (branches) might be recognized
(action: HH, MT). Also the larger countries as Canada or Brazil, where association may exist, should be 
contacted.
To update the overview on (potential) member institutions and their stations the WAMS members as NAML 
and JAMBIO will try to link on to the EuroMarine WP5 survey on infrastructures and sites. To this end, the 
present EuroMarine WP5 survey will be adapted to be used in WAMS (Action: HH).

For the rotation of the Steering Committee and President a 2-year term was agreed. The presidency will 
rotate among participating regions.

Links of the websites of the partner-organisations should be established. At the WAMS webpage it should 
then be possible to see e.g. what kind of fellowships are available or what courses are offered. The website 
could have an own domain (action: IB)

WAMS could be a broker of expertise, facilities and knowledge available in the member associations and 
their institutions. To this end, a central overview (database) of available expertise would have to be 
installed.

To keep momentum the steering committee members might communicate more frequently. It is agreed to 
use more often teleconferences and Skype, perhaps on a quarterly basis. (action IB, MT).

Education, training, and capacity building in WAMS : Pierre Lasserre
Visiting researchers, summer courses, and outreach, including aquaria, are essential to the education, 
training and capacity building programmes at marine stations. For these actions in WAMS there are several 
institutions we could go to for funding such as ICES and IOC.
Specific actions proposed at IOC-UNESCO are WAMS fellowships, WAMS visiting scientists, WAMS summer 
courses, WAMS international conferences. A specific idea for the future of WAMS is to organize a “global 
campus” or forum, including a clearing house for marine research career paths. We need to convince that 
IOC will now fund (part of) these actions.
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A first goal (and action) could be to emphasize the importance of the Ocean (rising the awareness, as may 
be sensible just after the Gulf oil disaster or the tsjunami in Japan). A proposal could be submitted 
together. This activity could build upon the Ocean Science Literacy initiative in the US
(http://oceanliteracy.wp2.coexploration.org/) to develop a Global Ocean Literacy (GOL) program.

(action: IB)

Statutes : Mike Thorndyke
A proposal for the statutes was delivered. The seat of the association still could be worked out yet for the 
moment is indicated (as for MARS and MarBEF+) to be in the Netherlands (action: HH).

Other activities/roles/or goals for WAMS could be:
- A rapid response role to natural and man-made disasters by maintaining a global expertise 

database of individuals with experience in providing scientific guidance to these events.
- Contribute to Ocean Governance on the global stage, the example of SCOR in the US was provided 

(Isabelle)

The WAMS website was briefly discussed, as it now resides on the MARS site. (Added after the meeting: A 
subsequent domain search by Ivar Babb discovered that www.WAMS.org and www.wams.net were already 
utilized. www.wamsocean.org was, however available).

The chair, Mike Thorndyke, closed the meeting and thanked the audience for their contributions and 
attendance.
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Appendix 1: Programme

MARS Directors meeting and WAMS Steering Committee meeting

Towards a global perspective for marine science

5-7 December 2011, Real Marina Hotel, Olhão, Portugal

MARS Directors meeting 

Monday 5 December - 14:30-18:00
13:30 : Registration

14:30 : Opening and welcome by the President of MARS : Mike Thorndyke
14:40 : Minutes of the last meeting : Herman Hummel
15:00 : An overview of the recent actions - introduction : Mike Thorndyke
15:10 : International actions and cooperation

15:10 MarBEF+ : Carlo Heip
15:20 EuroMarine : Mike Thorndyke *1

15:50 MarCom+ and ICES : Wojciech Wawrzynski

16:00 : Coffee break

16:30 : International actions and cooperation (continued)
16:30 EMBS (MARS will tie up better with the EMBS organisation (facilitate the website, 

participants-database, outreach, …) : Herman Hummel
16:40 EMBRC and ASSEMBLE : Mike Thorndyke
16:50 GEOSS and GMES : Carlo Heip

17:00 : What’s new in the new Framework Programme Horizon 2020 : Mike Thorndyke
17:20 : Latest developments at the ESF Marine Board : Maud Evrard
17:40 : “Managing a small and interdisciplinary marine station” : Julia Sigwart **2

Tuesday 6 December – 09:00-12:30
09:00 : MARS Roadmap : Mike Thorndyke
09:15 : Plenary discussion on the future strategy for MARS ***3

10:00 : “Assessing meiobenthos diversity” : Vera Fonseca

10:30 : Coffee break

11:00 : Members and finances : Herman Hummel
11:10 : Prolongation Board members and President (several board members fulfilled two terms and are not 

electable for a new term, and new members have to be elected) : Mike Thorndyke & Carlo Heip
11:40 : Revision bylaws (the bylaws will have to be revised to adapt for the latest developments, including 

membership of WAMS and links to EMBS) : Herman Hummel
12:00 : MARS Newsletter (the newsletter needs revitalization) : Mike Thorndyke
12:15 : a.o.b.

12:30 – 14:30 Lunch (at your own expense)

*1  Including discussion on how MARS and EuroMarine should coordinate their activities. 
**2  The Queen's University Marine Laboratory at Portaferry, Northern Ireland, is unique in that they are shared by two separate 
schools in the university: Biology and Civil Engineering. The two schools have very different facilities, needs, and research 
interests, and totally separate administration on the main university campus. But they have found ways to peacefully co-exist, 
collaborate on research, and even share costs. 
***3 Including developing a vision on how the association can influence and shape developments in marine science at the 
European and Global scale
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Programme (continued):

WAMS Discussion meeting  (open to all MARS and WAMS members)

Tuesday 6 December - 14:30-18:00
14:30 : The UNESCO – IOC – MARS Initiative for WAMS : Mike Thorndyke

Overview of the actions to launch WAMS in the last two years
15:00 : The organisation and highlights of marine science in USA : Ivar Babb
15:30 : The organisation and highlights of marine science in Africa : Marcel Baglo

16:00 : Coffee break

16:30 : The organisation and highlights of marine science in Australia : Bernie Degnan
17:00 : The organisation and highlights of marine science in Japan : Kazuo Inaba
17:30 : Plenary discussion on the future of WAMS

20:00 : Symposium dinner

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
WAMS Steering committee meeting  (WAMS SC members)

Wednesday 7 December – 09:00-12:30

09:00 : Roadmap for the near future of WAMS : Mike Thorndyke
09:30 : Panel discussion on the future of WAMS : Mike Thorndyke

10:30 : Coffee break

11:00 : Development of education and training aspects in WAMS : Pierre Lasserre
11:15 : Potential sources of funding (plenary)
11:30 : Discussion and adoption of Statutes : Mike Thorndyke 
11:45 : a.o.b.
12:15 : Closing address : Mike Thorndyke

12:30 – 14:30 Lunch (at your own expense)
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World Association of Marine Stations (WAMS)

The World’s leading Marine Station Networks have recently come together in a global initiative to create the World Association of
Marine Stations.

Benefits will include:

Integrated global response to climate change impacts on marine ecosystems, their sustainability and biodiversity.
Increased focus on capacity building for marine research in developing nations.
Global training and education programmes for young marine scientists.
Joint development and harmonization of techniques and methods,
Integrated research strategies, and increase knowledge on the science of MPAs and Marine Reserves.

See presentation of WAMS by Mike Thorndyke, Chair of WAMS.

WAMS and IOC

WAMS is very interested to develop its activities in collaboration with the Intergovernmental Oceanographic Commission (IOC) of
UNESCO. The IOC delegates welcomed the WAMS initiative and several expressed their interest become involved in WAMS. We are very
pleased with the positive response from the delegations attending the 26th session of the IOC Assembly. WAMS is an open and flexible
organization and we welcome marine laboratories and institutes both large and small to join WAMS activities. We also welcome the
opportunity to work more closely with IOC, in particular in connection with capacity building and concrete actions to:

increase human potential in marine research and development
increase opportunities for access to training and research mentoring programmes for young scientists worldwide
increase sharing of experiences

Read more on this WAMS-IOC collaboration.

FOR MORE INFORMATION PLEASE CONTACT

Professor Mike Thorndyke
Royal Swedish Academy of Sciences and University of Gothenburg,
Chair of World Association of Marine Stations (WAMS)
Sven Lovén Centre for Marine Sciences – Kristineberg
Fiskebackskil 
Sweden
Tel: ++46 (0)523 185 00/54
Cell: ++46 (0)70 242 3119
Email: mike.thorndyke@marecol.gu.se

MARS Network - The European Network of Marine Research Institutes and Stations 
General coordination: Mike Thorndyke & Executive secretariat: Herman Hummel

Website developed and hosted at the Flanders Marine Institute (VLIZ) E-mail: Ward Appeltans - (2012)

http://www.marsnetwork.org/index.php
http://www.marsnetwork.org/news.php
http://www.marsnetwork.org/objectives.php
http://www.marsnetwork.org/downloads.php
http://www.marsnetwork.org/awards.php
http://www.marsnetwork.org/embs.php
http://www.marsnetwork.org/wams.php
http://www.marsnetwork.org/links.php
http://www.marsnetwork.org/gallery.php
http://www.marsnetwork.org/members.php
http://www.marsnetwork.org/index.php
http://www.marsnetwork.org/docs/WAMS_20111108.pdf
http://www.marsnetwork.org/wams-ioc.php
mailto:mike.thorndyke@marecol.gu.se
mailto:h.hummel@nioo.knaw.nl
http://www.vliz.be/
http://www.vliz.be/
mailto:ward.appeltans@vliz.be
shimoj88
タイプライターテキスト
添付資料：世界マリンステーション機構（WAMS）概要
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マリンバイオ共同推進機構（JAMBIO）	
 

平成２２−２３年度	
 活動報告（自己評価）に対するコメント	
 

	
 

外部評価委員１	
 

コメント記入日：	
 2012 年 7 月 16 日	
 

	
 

（１）	
 研究活動	
 

研究活動が順調に進められており、継続的な研究成果が上げられている。質の高い論

文発表が多数出されていて、高い評価に値する。とくに、研究の方向性がきわめて多様

であるにもかかわらずすべて一連の海洋生物研究として統括されており、拠点・機構の

目的を果たす方向に研究活動が行われている表れと評される。	
 

研究成果番号を付すなどして、報告書内の研究成果概要の各内容と、業績一覧内の論

文リストとの対応が取れるとよかったと思う。	
 

	
 

（２）	
 拠点整備	
 

	
 震災対応も行っており、ハード面でもソフト面でも拠点の強化につながる整備が行わ

れている。とくに、利用者の使いやすさに考慮した施設整備は極めて有効であると考え

られ、今後も継続的に整備が進められるとよいだろう。	
 

	
 

（３）	
 共同利用共同研究の実績	
 

	
 数多くの共同利用共同研究が行われており、本拠点および機構が重要な役割を担って

いることが明確に表れている。今後も同様の共同研究が継続されることを望む。	
 

	
 報告書内の実施実績において、共同研究が実施されたものについてはタイトルと結果

としての研究業績だけでなく、その実施内容（と成果）をまとめて報告書に盛り込む方

が、各共同研究の実績内容が分かり易く表現できるのではないだろうか。	
 

	
 

（４）	
 成果の公表	
 

	
 数多くの論文発表・国際会議等での発表を行っているだけでなく、フォーラムや国際

シンポジウムを開催して成果発表や国際連携に努めている。アウトリーチ活動に関する

記述が少ないので、報告書内の記述を充実させるとよいと思う（サマースクール等のパ

ンフレットの添付など）。	
 

	
 

（５）	
 全体的な評価と今後の方針	
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 運営協議会において綿密に方針が繰り返し議論されており、それに沿った今後の方針

（11.今後の活動について）も適切な内容と評価できる。他のプログラムや利用拠点と

の連携がもっと密に行われると、本機構の意義がさらに強められると思われる。	
 	
 

	
 全体として非常に優れた内容の研究・共同利用が広範囲かつ数多く推進されており、

高評価に値する。今後もこれまで通りの内容の継続とともにより高度なレベルでの共同

利用が行われていくことを希望します。	
 

	
 

	
 

	
 

外部評価委員２	
 	
 

コメント記入日：平成 24 年 6 月 26 日	
 

	
 

（１）	
 研究活動	
 

海産生物を研究対象として分子発生生物学や系統分類学などで極めて高い質の研究が展開さ

れており、本機構の目的に沿って十分な研究成果が得られている。また、カタユウレイボヤタ

ンパク質データベース CIPRO のデータ拡充、カタユウレイボヤ、ウミシダの生体供給など研究

者コミュニティへ貢献する活動も高く評価される。	
 

	
 

（２）	
 拠点整備	
 

筑波大学下田臨海実験センターにおいては CIPRO 運用に不可欠な質量分析計の整備など、本学

と離れた臨海実験センターにおいても研究拠点としての機能を高いレベルで実現している。東

京大学三崎臨海実験所は研究に加え、海洋生物学における人材育成の拠点のひとつとして重要

な役割を果たしている。今後、これら拠点としての環境を維持・発展させるためには全国大学

の臨海実験所の JAMBIO への求心力をさらに高めるとともに、概算要求の継続、大型プロジェ

クトへの参加などによって予算獲得に努める必要があるだろう。また、活気のある共同利用・

共同研究拠点として発展するためには利用者の声を反映させ、研究設備の更新など研究環境の

向上、宿泊施設の利便性を高めるなど研究者が集まるための工夫、努力を引き続き行っていた

だきたい。	
 

	
 

（３）	
 共同利用共同研究の実績	
 

毎年 50 件以上、100 件近い共同研究・共同研究を実施しており、共同利用・共同研究拠点とし

て十分な実績を上げていると判断される。また、多様な応募内容に対応すべく制度設計に努力

している姿がうかがわれる。一方採択者の 10-20%が研究を実施しない理由については原因を究
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明し、制度上の問題があれば改善する必要があるだろう。海外からの受け入れなどについても

配慮すべきだが、国際連携を基盤にして相手機関と双方向性の旅費支援を行い、連携の実質的

な成果を上げる努力をするのがよいのではないだろうか。	
 

	
 

（４）	
 成果の公表	
 

ホームページによる研究業績の情報発信など積極的に行っており、また一般市民への啓蒙も実

施している。むしろ、社会への発信と自身の研究のバランスに配慮し、余裕があれば広報担当

者を雇用するなどしてとくに若い研究者の研究時間を確保して研究活動に支障がないようにす

ることが重要であるだろう。	
 

	
 

（５）	
 全体的な評価と今後の方針	
 

国際的な組織 WAMS や GEMBioL との連携の中で JAMBIO が中心的な役割を果たしつつも、日本に

おける海洋生物学の特長を生かした発展、国際貢献が期待される。相模湾における生物データ

ベースなどがそれにあたり、英語化などで国際的にも発信することを期待する。また、JAMSTEC

との連携、基礎生物学推進における海洋生物学の位置づけなど日本全体の海洋生物学を俯瞰し

た将来構想が必要になるだろう。	
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